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黒
人
女
性
文
学
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
魅
力
の
源
泉
は
な
に

か
。
初
年
代
ア
メ
リ
カ
黒
人
女
性
作
家
論
的
性
格
を
も
ち
つ

つ
彼
女
ら
の
作
品
に
歴
史
的
パ

l
ス
ペ
ク
子
ィ
ブ
を
与
え
る

史
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生の円環運動
・丸山圭三郎・

著者自身の「臨死体験Jrフゲン体
験」をはじめ，脳死，安楽死，

死後生などを論じ，死を想、う動

物=人聞の核心に迫る砂 1200円

クジャクの雄は
なぜ美しい?
長谷川真理子雄が派手で美し

いのは， J雌が選んだから?! 動
物界の永年の謎に挑戦惨 1700円

現代教養文庫

近
き
よ
り

正
木
ひ
ろ
し
箸
敗
戦
ま
で
公
然
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
批

判
し
つ
づ
け
た
個
人
雑
誌
の
全
文
。
定
価
各
八
八

O
円

天
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、
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穴
立
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和
平
・
編
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間
宏
生
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人
間
と
自
然
の
関
係
、
現
代
文
明
な
ど
人
煩
が
直
面
す

る
燦
々
な
問
題
を
め
「
っ
て
語
る
。
対
話
者
十
四
名
。
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ち
く
さ
日
誌

O
十
一
月
十
七
日
(
日
)

人
文
書
、
歴
史
書
を
一
階
文
芸
書
売
場
隣
り
に
移
動
後

一
ヶ
月

半
経
過
。
ま
だ
棚
ジ
ャ
ン
ル
は
流
動
的
で
あ
る
が
、
改
装
に
伴
な

う
あ
と
片
付
け
は
ひ
と
段
落
。
お
客
様
の
動
向
の
変
化
を
観
察
す

る
ゆ
と
り
も
出
て
く
る
。
三
時
過
ぎ
、
『
大
日
本
古
記
録
続
日
本

紀
前
篇
後
篇
』
(
吉
川
弘
文
館
)
を
購
入
い
た
だ
い
た
方
が
い

ら
し
た
。
院
生
ふ
う
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
ジ
ー
ン
ズ
の
軽
装
。
私
が

始
め
て
お
相
手
す
る
方
だ
。
以
前
は
売
場
が
離
れ
て
い
た
た
め
直

接
応
対
は
希
だ
っ
た
。

一
階
に
移
し
た
効
果
か
、
ス
リ
ッ
プ
の
裏

ち
く
さ
正
文
館
書
庖

古

田

晴

-1-

印
は
、
六
月
三
十
日
、
八
月
三
十

一
日
、
十
月
二
十
日
、
十
一
月

十
七
日
と
、
五
月
常
備
入
れ
替
え
か
ら
四
回
転
。
移
動
後
す
で
に

二
回
転
。
前
期
の
デ
l
タ
で
は

一
回
転
。
当
屈
の
三
ケ
所
あ
る
入

口
の
中
で
最
も
利
用
さ
れ
る
入
口
に
す
ぐ
の
ス
ペ

ー
ス
を
人
文

書
、
歴
史
書
を
配
置
し
た
異
合
か
、
午
後
長
時
間
、
棚
の
前
で
選

室
目
さ
れ
る
方
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
専
門
書
は
二
階
で
も
と
い

う
思
い
込
み
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
思
う
。

O
十
一
月
二
十
日
(
水
)

終
日
、
来
客
が
と
ぎ
れ
な
い
。



内
田
修
先
生
。
秋
吉
敏
子
の
カ
l
ネ
ギ
ホ
l
ル
コ
ン
サ
ー
ト
に

招
待
さ
れ
、
近
々
渡
米
と
い
わ
れ
る
。
『
ジ
ャ
ズ
が
若
か
っ
た
こ

ろ
』
(
晶
文
社
)
の
著
作
あ
り
。
有
名
な
「
ジ
ャ
ズ
・
ド
ク
タ
ー
」
。

二
村
利
之
氏
。
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

l
全
集
』
(
筑
摩
書
房
)

セ
ッ
ト
で
購
入
い
た
だ
く
。
七
ッ
寺
共
同
ス
タ
ジ
オ
と
い
う
芝
居

小
屋
主
。
マ
ル
セ
ル
太
郎
『
芸
人
魂
』
(
講
談
社
)
の
入
荷
を
尋
ね

ら
れ
る
。
未
刊
で
あ
る
。
十
二
月
に
ス
タ
ジ
オ
で
マ
ル
セ
ル
氏
の

独
演
会
が
あ
る
由
、
早
々
目
を
適
さ
れ
た
い
と
。

前
島
良
雄
氏
。
現
在
は
河
合
塾
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
。
以
前
、

中
村
真
一
郎
氏
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

内
田
美
弥
子
さ
ん
と
海
上
宏
美
氏
。
両
氏
は
未
来
社
、
西
谷
雅

英
氏
と
同
窓
生
。
海
上
氏
は
フ
ラ
ン
ク
・
ス
テ
ラ
と
キ
l
フ
ァ
ー

の
作
品
集
を
探
し
に
い
・
り
し
た
。
あ
い
に
く
、
ス
テ
ラ
『
ワ
ー
キ

ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
』
(
福
武
書
庖
)
絶
版
。
『
ス
テ
ラ
』
(
新
潮
社
)

を
勧
め
る
。
キ
l
フ
ァ

l
の
日
本
版
は
出
版
さ
れ
て
な
い
。
海
上

氏
の
細
君
の
火
田
詮
子
さ
ん
が
、
プ
レ
ヒ
ト
を
唄
う
コ
ン
サ
ー
ト

の
準
備
を
し
て
い
る
。
火
田
さ
ん
は
女
優
で
、
北
村
想
『
寿
歌
』

の
キ
ョ
ウ
コ
を
演
じ
た
。
ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・
ス
ト
レ
ー
ラ
ー
演
出
の

ミ
ル
パ
の
プ
レ
ヒ
ト
を
引
き
合
い
に
話
す
。
実
は
こ
の
企
画
、
演

出
家
の
久
保
則
男
氏
を
通
じ
て
う
か
が
っ
て
い
た
。
久
保
氏
が
火

~ 
、../

田
さ
ん
か
ら
相
談
を
う
け
た
。
そ
の
と
き
、
弊
社
の

P
R
誌
『
干

州
』
(
現
在
休
刊
)
で
特
集
し
た
加
藤
周
一
号
に
プ
レ
ヒ
ト
の
訳
詩

「
子
ど
も
の
十
字
軍
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ

た
。
火
田
さ
ん
に
参
考
に
さ
せ
た
い
か
ら
と
、
在
庫
の
有
無
を
問

い
合
わ
さ
れ
た
。
こ
の
訳
詩
は
『
加
藤
周
一
著
作
集
』
(
平
凡
社
)

に
も
収
録
さ
れ
て
な
い
。
久
保
氏
は
、
か
つ
て
オ
フ
ル
『
カ
ル
ミ

ナ
プ
ラ
l
ナ
』
を
演
出
さ
れ
た
。
本
年
原
典
全
訳
が
筑
摩
書
房
よ

り
刊
行
さ
れ
た
。

寺
西
慎
文
君
。
高
校
時
代
か
ら
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
大
の

イ
タ
リ
ア
最
。
数
年
前
イ
タ
リ
ア
旅
行
。
小
瀧
達
郎
『
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
』
(
筑
摩
書
房
)
を
さ
す
が
見
逃
が
さ
な
い
。

O
十
一
月
三
十
日
(
土
)

出
張
で
二
日
庖
を
留
守
に
す
る
。
出
社
、
未
処
理
の
新
刊
、
補

充
の
多
さ
に
た
だ
宏
然
と
す
る
。
と
て
も
一
日
で
片
付
く
量
で
な

い
。
区
切
り
を
付
け
て
、
昼
食
に
出
る
矢
先
、
瀬
戸
川
猛
資
氏
が

訪
ね
て
こ
ら
れ
る
。
お
茶
を
ご
一
緒
す
る
。
瀬
戸
川
氏
は
、
現
在

休
刊
に
さ
れ
た
『
B
O
O
K
M
A
N
』
(
ト
パ
ー
ズ
プ
レ
ス
)
の

編
集
兼
発
行
人
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー
評
論
家
。
年
一
度
刊
行
さ
れ
る
、

双
葉
十
三
郎
『
ぼ
く
の
採
点
表
W
』
の
営
業
で
こ
ら
れ
る
。
当
庖

に
は
、
こ
の
企
画
を
毎
回
愉
し
み
に
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
る
フ
ァ

-2-
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l鳳町民

ン
の
方
が
多
い
。
各
巻
必
ず
当
庖
の
ベ
ス
ト
テ
ン
上
位
に
は
い

る
。
瀬
戸
川
氏
と
話
が
は
ず
み
、
い
っ
と
き
出
張
疲
れ
を
忘
れ
る
。

O
十
二
月
十
一
日
(
水
)

『
宮
崎
市
定
全
集
』
(
岩
波
書
庖
)
三
回
配
本
目
。
入
荷
数
が
定

期
数
を
下
ま
わ
る
。
十
一
月
二
十
五
日
、
三
回
配
本
発
注
時
点
で
、

発
注
数
は
定
期
プ
ラ
ス
三
冊
と
し
て
お
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
配
本

日
ま
で
の
二
週
間
余
の
聞
に
、
御
予
約
い
た
だ
い
た
方
が
、
居
売

分
の
三
冊
を
上
ま
わ
っ
て
、
二
冊
不
足
と
な
る
。
予
約
出
版
の
締

切
日
が
十
二
月
二
十
日
な
の
で
、
直
前
に
予
約
申
し
込
み
が
集
中

し
た
。
あ
わ
て
て
、
不
足
予
約
分
と
、
予
約
締
切
り
ま
で
の
庖
売

分
を
鈴
木
書
店
に
発
注
す
る
。
予
約
締
切
り
ま
で
、
ま
だ
二
週
間

あ
る
。
こ
の
時
点
で
庖
頭
に
三
回
配
本
が
並
ん
で
な
い
と
、
直
前

ま
で
迷
っ
て
決
め
ら
れ
る
方
を
逃
が
し
か
ね
な
い
。
少
々
あ
せ

る
。
同
ケ
l
ス
が
、
『
遠
山
茂
樹
著
作
集
』
(
岩
波
書
庖
)
で
も
発

生
。
し
か
も
締
切
日
も
同
日
で
あ
っ
た
。

O
十
二
月
十
五
日
(
臼
)

年
末
は
常
備
申
し
込
み
の
締
切
り
が
集
中
す
る
。
日
曜
日
で
入

荷
が
な
い
か
ら
、
先
ず
取
次
屈
の
一
括
申
し
込
み
を
済
ま
せ
る
。

各
社
の
常
備
申
し
込
み
の
書
類
も
山
積
み
で
あ
る
。
み
す
ず
書

房
、
朝
日
新
聞
社
、
東
京
創
元
社
、
新
曜
社
な
ど
な
ど
。
未
来
社
、

刈眠、

三
一
書
房
な
ど
全
点
選
択
で
お
願
い
し
て
い
る
販
元
さ
ん
ま
で
手

が
ま
わ
ら
ず
、
年
明
け
に
持
ち
越
す
。

未
処
理
の
新
刊
案
内
で
、
早
急
な
返
事
を
迫
ま
ら
れ
て
い
る
も

の
を
抽
出
す
る
。
マ
リ
オ
・
プ
ラ
l
ツ
『
官
能
の
庭
|
|
マ
ニ
エ

リ
ス
ム
・
エ
ン
プ
レ
ム
・
バ
ロ
ッ
ク
』
(
あ
り
な
書
房
)
若
桑
み
ど

り
他
訳
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
十
二
月
中
旬
刊
行
予
定
と
あ

る
。
八
二
四

O
円
の
大
著
。

M
・
プ
ラ
l
ツ
は
『
肉
体
と
死
と
悪

魔
』
(
国
書
刊
行
会
)
以
来
、
七
年
ぶ
り
、
待
望
の
翻
訳
。
前
回
の

部
数
を
参
考
に
発
注
す
る
。
今
年
後
半
は
、
各
社
大
著
で
健
闘
し

た
企
画
が
多
か
っ
た
。
ア
ン
リ
・
ジ
ャ
ン
メ

l
ル
『
デ
ィ
オ

ニュ

l
ソ
ス
|
|
パ
ッ
コ
ス
崇
拝
の
歴
史
』
(
言
叢
社
)
、
『
エ
リ

ア
l
デ
世
界
宗
教
史
(
全
三
巻
)
』
(
筑
摩
書
房
)
、
『
斎
藤
磯
雄
著

作
集
(
全
四
巻
〉
』
(
東
京
創
元
社
)
、
荒
俣
宏
監
修
『
ビ
ュ
フ
ォ
ン

の
博
物
誌
』
(
工
作
舎
)
、
荒
俣
宏
『
世
界
大
博
物
図
鑑
(
全
五
巻
)
』

(
平
凡
社
)
の
完
結
、
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
J
・
プ
ル
ク
ハ
ル
ト

『
ギ
リ
シ
ャ
文
化
史
(
全
五
巻
)
』
(
筑
摩
書
房
)
、

F
・
ブ
ロ

1
デ

ル
『
地
中
海
(
全
五
分
間
)
』
(
藤
原
書
店
〉
、
西
谷
啓
治
監
修
『
ド

イ
ツ
神
秘
主
義
叢
書
(
全
十
二
巻
)
』
(
創
文
社
)
な
ど
概
成
の

ジ
ャ
ン
ル
に
収
ま
り
切
ら
ぬ
変
化
球
だ
。
そ
れ
に
伴
な
い
、
棚
構

成
の
見
直
し
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
来
年
の
宿
題
と
す
る
。

-3-



O
十
二
月
二
十
六
日
(
木
)

年
末
間
際
の
配
本
で
、
追
加
発
注
し
た
く
と
も
、
流
通
上
年
内

到
着
が
不
可
能
な
時
期
に
は
い
っ
て
い
る
。
『
居
酒
屋
の
加
藤
周

一
』
(
か
も
が
わ
出
版
)
、
『
ほ
く
の
採
点
表
W
』
(
ト
パ
ー
ズ
プ
レ

ス
)
、
直
扱
い
の
み
で
あ
る
が
『
量
子
力
学
の
冒
険
』
(
ヒ
ッ
ポ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
)
が
入
荷
数
と
実
売
数
か
ら
し
て
、
年
内
在

庫
切
れ
避
け
ら
れ
ぬ
。
や
む
を
え
ず
、
販
元
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、

宅
急
便
で
出
荷
い
た
だ
く
。
お
か
げ
で
、
年
始
ま
で
の
お
客
様
に

迷
惑
を
か
け
な
く
て
す
む
。

河
合
隼
雄
・
鶴
見
俊
輔
『
時
代
を
読
む
』
(
潮
出
版
社
)
が
、
年

末
最
終
便
の
配
本
に
間
に
合
う
。
こ
れ
で
年
内
の
目
玉
商
品
は
お

し
ま
い
。
も
っ
と
も
、
十
一
月
二
十
五
日
が
新
刊
案
内
時
の
発
行

予
定
目
だ
っ
た
。
一
月
上
旬
ま
で
流
通
が
止
ま
る
。
居
在
庫
だ
け

で
約
一

0
日
間
の
販
売
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
残
念
な
こ
と

に
、
年
内
発
行
予
定
で
注
文
済
み
の
重
点
商
品
で
刊
行
が
間
に
合

わ
な
か
っ
た
も
の
も
多
い
。

c
・
レ
ヴ
ィ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
/
D
・

エ
リ
ボ
ン
『
遠
近
の
回
想
』
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
瀧
口
修
造
十
一
、

戦
前
・
戦
中
篇
I
』
(
各
み
す
ず
書
房
)
、
網
野
善
彦
『
海
と
列
島

の
中
世
史
』
〈
日
本
エ
デ
ィ
タ
1
ス
ク
ー
ル
出
版
部
〉
、

T
-
w
・

ア
ド
ル
l

『
本
来
性
と
い
う
隠
語
』
(
未
来
社
)
、
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ

戸棚、

ン
ダ
l
ス
『
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ピ
ク
チ
ャ
1
ズ
』
、
長
谷
川
宏
編
・

訳
『
へ

l
ゲ
ル
哲
学
史
講
義
上
』
(
各
河
出
書
房
新
社
)
な
ど
。
そ

の
せ
い
か
、
こ
の
時
期
に
し
て
は
人
文
書
、
歴
史
書
の
賑
わ
し
さ

に
欠
け
る
印
象
を
う
け
る
。

O
九
二
年
一
月
五
日
(
日
)

人
文
書
、
歴
史
書
を
一
階
に
移
し
て
、
ま
る
三
ヶ
月
が
経
過
す

る
。
そ
ろ
そ
ろ
前
年
対
比
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
当
分
入

荷
が
無
い
。
デ
ー
タ
l
整
理
に
時
間
を
当
て
る
。
惜
し
い
こ
と
に

レ
ジ
分
類
の
ち
が
い
で
、
人
文
書
、
歴
史
書
の
合
計
の
比
較
し
か

出
せ
な
い
。
政
治
、
社
会
も
同
様
比
較
で
き
ぬ
が
、
新
人
文
書
に

な
っ
て
か
ら
約
一
割
の
シ
ェ
ア
。
新
人
文
書
売
場
の
十
月
期
一
六

二
・
二
%
、
十
一
月
期
一
六
九
・
五
%
、
十
二
月
期
一
四
二
・
六

%
、
三
ヶ
月
ト
ー
タ
ル
で
一
五
六
・
九
%
、
以
前
は
人
文
書
、
歴

史
書
の
売
れ
筋
の
一
部
を
文
芸
書
に
も
並
べ
て
い
た
か
ら
、
こ
の

数
字
は
割
り
引
い
て
考
え
る
。
次
に
文
芸
書
を
加
算
し
て
比
較
す

る
と
、
十
月
期
一

O
九
・
一
%
、
十
一
月
期
一
一
七
・
四
%
、
十

二
月
期
一

O
五
・
四
%
、
三
ヶ
月
ト
ー
タ
ル
で
一
一

0
・
二
%
と

出
る
。
人
文
書
、
歴
史
書
が
二
階
に
あ
っ
た
こ
ろ
に
横
這
い
現
象

が
続
い
た
こ
と
を
思
え
ば
良
好
の
結
果
で
あ
る
。

一
方
、
二
階
へ
移
し
た
、
文
庫
・
新
書
の
推
移
を
出
し
て
み
る
。

-4-
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綱同h

文
庫
が
キ
ビ
し
い
。
計
画
当
初
よ
り
予
測
し
て
い
た
こ
と
だ
。
十

月
期
一
O
一
・
一
%
、
十
一
月
期
七
七
・
八
%
、
十
二
月
期
八

五
・
三
%
、
三
ヶ
月
ト
ー
タ
ル
で
八
八
・
一
%
と
出
る
。
全
ジ
ャ

ン
ル
中
、
唯
一
落
ち
込
ん
だ
。
も
っ
と
も
岩
波
文
庫
、
学
術
文
庫
、

文
芸
文
庫
の
新
刊
だ
け
は
一
階
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
平
台
に
並
べ

る
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
分
を
加
算
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
一
O

O
%
ち
か
く
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
新
書
へ
の
影
響
は
意
外
に
少

な
か
っ
た
。
十
月
期
一
一
四
・
三
%
、
十
一
月
期
九
八
・
二
%
、

十
二
月
期
九
八
・
六
%
、
三
ヶ
月
ト
ー
タ
ル
で
一
O
三
・
五
%
と

@新事j耳E内⑨

老いの(魂学)
ソウロロギー
老人臨床での「たましい.s，渡部留

山中康裕箸

痴呆ゃうつ病的老人たちにとって、そして私た
ち自身にとって、人間向車厳とは何だろうか
魂のケア(ソウロロギー)を探L求的た、ふっ
〈らと暖かな臨床報告.人生の臨約点として
の老いの輝きにふれる騰さと喜びを語る。

四六判上磁力パー伺定価1.邸4円

イメージ宅生き
若者たち
メディアが映す心象風景

藤竹暁著
メディアに映し出された日本町社会現輩、現
代若者向考え方・行動形式を、鋭い感性と深
い洞察力、そして透徹した論理によって平明
に説き明かす。好評を博した『若者はなぜ行
列がすきか』につづ〈現代若者学の第2弾〆

四六判カパ付定価1.臼8円

~、

出
る
。
二
階
全
体
で
は
、
十
月
期
一
二
六
%
、
十
一
月
期
九
八
・

七
%
、
十
二
月
期
一
二
二
・
七
%
、
三
ヶ
月
ト
ー
タ
ル
で
一
一

九
・
六
%
と
伸
び
率
は
高
い
。
コ
ミ
ッ
ク
棚
を
増
設
し
た
こ
と
も

プ
ラ
ス
に
働
く
。
一
番
の
不
安
材
料
が
、
二
階
へ
お
客
様
を
十
分

案
内
で
き
る
か
と
い
う
点
に
集
中
し
て
い
た
だ
け
に
、
ま
ず
ま
ず

の
結
果
。

今
回
改
装
し
た
売
場
全
体
で
は
、
十
月
期
一
三
了
九
%
、
十

一
月
期
一
=
了
二
%
、
十
二
月
一
O
七
・
二
%
、
三
ヶ
月
ト
ー

タ
ル
で
一
一

0
・
八
%
と
な
る
。

モードの祉会史
西洋近代服の箆生と展開

能漂慧子箸
14世紀lニ誕生した人間町「第2内皮膚J =近
代服は、以後19世紀まて世紀ごとに花開し
そして20世紀。人々は新たなモードの創造を
求めて模索しつづける.着る人と作る人向た
め円.興味つきない人聞とモードの歴史 f

[暗闇遺書}定価2.060円

文化人類学
村武精一・佐々木宏幹編

周辺諸学との交流のなかで発展箸しい文化人
類学的最新内成果を体呆化するとともに、ワィ
ールド調査の資料を笠宮にとり入れながら理論
と実態を総合的に解説した絶好内入門書.

自シリーズ}定価1.545円

-定鯛続の百示局面

続者と著書賓室E量二墨画."耳、豊盟国ttJ日
むす，:S<PR誌E三茸扇IVJmi1.発行
・見本誌を無料送呈いたしますJ密扇町窓a
悟(偲-32臼 1310)までご踊求下さい.年間
晴眼料は5∞円(消費脱・過料込み)です.
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〔
人
文
書
講
座
笥
〕

現
代
の
死
|
欧
米
に
お
け
る
老
い

川
老
人
の
拾
顕
と
そ
れ
以
後

現
在
老
い
と
死
に
関
す
る
議
論
が
か
ま
び
す
し
い
が
、
筆
者
の

印
象
で
は
、
前
者
の
論
は
扶
養
コ
ス
ト
と
い
う
社
会
的
な
面
、
後

者
の
論
は
脳
死
と
臓
器
移
植
と
い
う
倫
理
的
・
技
術
的
な
面
に
の

み
圧
倒
的
な
比
重
が
か
け
ら
れ
て
い
る
風
に
見
え
て
な
ら
な
い
。

が
、
た
と
え
ば
生
前
に
〈
本
人
〉
が
臓
器
摘
出
を
承
諾
し
て
も
、

遺
族
が
身
体
を
切
り
刻
む
こ
と
に
対
し
て
拒
否
反
応
を
示
し
、
結

局
移
植
が
行
な
わ
れ
な
い
と
い
っ
た
ケ
l
ス
が
多
い
こ
と
は
、
そ

の
民
族
の
身
体
観
や
霊
魂
観
と
い
う
文
化
的
な
面
が
事
実
上
決
定

~、

-
死
・
死
後

成

瀬

駒

男

-6-

権
を
に
ぎ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
か
。
〈
本
人
〉
と

い
っ
て
も
、
そ
の
自
我
は
家
族
共
同
体
か
ら
絶
縁
・
蛇
立
し
て
は

お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
遺
族
は
本
人
の
気
持
ち
を
感
じ
と
っ
た
と

確
信
で
き
た
。
不
幸
な
死
に
方
を
し
た
身
内
の
霊
に
向
か
っ
て
、

「
お
前
、
さ
ぞ
か
し
無
念
だ
っ
た
ろ
う
」
と
い
う
風
に
相
手
が
感
じ

た
で
あ
ろ
う
感
情
を
自
分
に
注
入
し
て
、
そ
れ
を
反
拐
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
議
論
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め

に
は
、
我
が
国
の
老
い
と
死
を
他
の
国
の
そ
れ
ら
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
そ
の
独
自
の
面
と
共
通
し
た
面
を
も
っ
と
よ
く
知
る
必
要
が

fI&" 
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あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
主
と
し
て
欧
米
の
場

合
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

現
代
の
問
題
に
入
る
前
に
、
過
去
の
社
会
は
老
人
を
ど
う
扱
っ

て
い
た
か
見
て
お
こ
う
。
ア
リ
エ
ス
と
の
あ
る
対
談
の
中
で
N

・

B
-
ラ
ピ
エ

l
ル
は
、
高
度
な
工
業
化
に
よ
っ
て
人
口
が
極
端
な

形
で
都
市
へ
集
中
し
た
こ
と
や
家
族
的
な
連
帯
が
解
消
傾
向
に
あ

る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
老
人
の
地
盤
沈
下
が
急
速
に
進
行
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
に
、
そ
れ
以
前
の
老
人
は
黄
金
時
代
に

あ
っ
た
と
言
う
人
も
い
る
が
、
ど
う
思
う
か
と
質
問
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ア
リ
エ
ス
は
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
絵
画
の
中
に
見

ら
れ
る
本
を
読
む
古
い
衣
裳
を
着
込
ん
だ
老
人
の
重
々
し
い
表
現

と
、
社
会
内
で
の
老
人
の
実
際
の
役
割
と
を
混
同
す
る
危
険
を
指

摘
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
説
を
否
定
し
、
西
欧
の
過
酷
な
生
活
の
中

で
老
人
と
は
、
十
八
世
紀
ま
で
は
ご
般
人
の
生
活
が
も
は
や
送

れ
な
く
な
っ
た
人
」
で
あ
り
、
良
く
言
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
流
行
お

く
れ
の
服
を
着
、
本
を
読
む
「
引
退
し
た
人
」
で
あ
り
、
悪
く
い

え
ば
歯
が
欠
け
、
悪
臭
す
ら
発
す
る
嫌
わ
れ
者
で
あ
っ
た
と
言

ぃ
、
ま
た
世
襲
財
産
の
保
有
者
た
る
彼
と
相
続
人
と
の
関
係
は
今

日
よ
り
も
は
る
か
に
緊
張
し
て
お
り
、
前
者
の
死
に
な
に
か
合
点

が
ゆ
か
な
い
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
当
局
は
ま
ず
も
っ
て
後
者
に
疑

川町民

惑
の
目
を
向
け
た
、
と
言
う
。
老
人
の
価
値
が
低
か
っ
た
時
代
に

は
子
供
の
価
値
も
低
か
っ
た
。
が
、
十
八
世
紀
に
は
い
る
と
核
家

族
に
基
礎
を
置
く
新
し
い
態
度
と
感
性
が
現
わ
れ
、
子
供
が
宝
、

王
様
と
し
て
見
直
さ
れ
、
と
同
時
に
ヴ
ォ
ル
テ
l
ル
を
は
じ
め
有

能
な
老
人
の
方
も
社
会
構
造
の
複
雑
化
に
と
も
な
い
、
そ
の
経
験

や
知
恵
や
組
織
力
を
買
わ
れ
て
社
会
の
槍
舞
台
に
よ
り
長
く
留
ま

る
よ
う
に
な
り
、
し
だ
い
に
長
老
と
し
て
尊
敬
の
的
に
な
り
、
こ

う
し
て
ア
リ
エ
ス
が
解
明
し
た
〈
子
供
の
誕
生
〉
と
腫
を
接
す
る

よ
う
に
、
老
人
の
地
位
の
向
上
が
起
こ
っ
た
と
言
う
。
こ
の
傾
向

は
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
続
い
た
様
子
で
、
銀
婚
式
、
金
婚
式
は
お

そ
ら
く
十
九
世
紀
に
生
ま
れ
た
そ
う
し
た
傾
向
の
名
残
り
で
あ
ろ

う
。
黄
金
時
代
は
オ
ー
バ
ー
な
表
現
だ
が
、
過
去
に
比
し
て
よ
り

良
き
時
代
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。
老
人
と
子
供
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
一
月
一
日
子
供
が
別
に
住
む
祖
父
母
の
と
こ
ろ
に
挨
拶
に
行

き
、
お
年
玉
を
も
ら
い
、
そ
の
長
寿
を
祝
う
と
い
う
図
柄
は
よ
く

当
時
の
版
画
に
出
て
く
る
。
要
す
る
に
当
時
、
祖
父
母
と
孫
と
の

交
流
が
現
実
に
珍
し
く
な
い
ほ
ど
老
人
は
前
よ
り
長
命
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
家
の
連
続
性
に
関
す
る
興
味
深
い
現
象

で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
『
老
人
と
海
』
で
の

老
人
と
子
供
の
交
流
と
い
う
形
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
老
人
観
と
子

-7-



供
観
は
社
会
現
象
の
中
で
は
同
調
し
て
変
化
す
る
も
の
ら
し
い
。

さ
て
、
今
日
の
詩
人
は
〈
老
年
〉
を
ど
う
歌
っ
た
か
。
サ
ン
リ
ジ
ョ

ン
・
ペ
ル
ス
の
詩
集
か
ら
引
用
し
よ
う
。

い
ま
や
わ
れ
ら
は
到
着
し
た
、
老
年
よ
。

こ
の
意
義
深
い
時
と
避
遁
す
る
約
束
は
、
結
ぼ
れ
て
す
で
に

久
し
い
。

日
が
暮
れ
、
わ
れ
ら
は
帰
港
す
る
、
外
海
で
の
漁
獲
と
と
も

何
も
な
い
、
人
の
足
音
の
響
く
家
族
の
敷
石
も
都
市
の
す
ま

い
も
、

響
き
の
い
い
空
の
下
の
、
石
の
パ
ラ
を
敷
い
た
内
庭
も
。

さ
あ
、
い
ま
焼
こ
う
、
藻
で
覆
わ
れ
た
老
船
を
燃
や
そ
う
。

南
十
字
星
が
税
関
の
上
に
か
か
り
、
鷲
H
軍
艦
鳥
が
島
に

戻
っ
た
。

自
尊
の
後
に
は
名
誉
が
や
っ
て
く
る
。

い
剣
の
中
に
は

濃
刺
た
る
魂
の
輝
光
。

そ
し
て
大
い
な
る
青

戸風

こ
れ
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
年
の
一
九
六

O
年
に
七
三
歳
の
詩

人
が
発
表
し
た
『
時
の
流
れ
』
と
い
う
詩
集
の
中
の
一
節
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
老
人
の
前
に
広
が
る
拒
漢
た
る
光
景
、
沈
黙
に
満
ち
た

広
大
で
捉
え
処
の
な
い
時
空
と
同
時
に
、
稲
妻
の
中
で
一
瞬
捉
え

ら
れ
た
老
年
の
誇
り
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
日
常
生
活
に
話
を
戻
す
な
ら
、
老
人
の
問
題
は
か
つ
て
は

各
家
庭
内
部
の
私
的
な
枠
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
第

一
次
大
戦
後
、
主
と
し
て
欧
米
で
、
そ
の
老
人
が
と
く
に
社
会
問

題
の
面
か
ら
再
び
地
盤
沈
下
に
見
ま
わ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
に
は

老
人
問
題
が
先
進
工
業
国
で
社
会
政
策
全
体
を
ひ
っ
ぱ
る
よ
う
な

形
で
問
題
化
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
威
厳
の
あ
っ
た
長
老

に
対
す
る
態
度
に
変
化
が
生
じ
、
以
後
彼
ら
は
保
護
を
要
す
る
弱

者
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
今
日
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
老
人

ヴ

イ

エ

イ

ヤ

ー

ル

ト

ロ

ワ

ク

エ

1
ム・

7
1
9品

を
指
す
の
に
老
い
た
人
に
代
わ
っ
て
、
第
三
年
齢
者
な
る
語
が

使
わ
れ
る
。
が
、
老
人
は
そ
う
し
た
気
づ
か
い
と
は
裏
腹
に
、
日

新
月
歩
の
先
端
技
術
と
情
報
理
論
の
支
配
す
る
社
会
の
中
で
は
、

現
役
の
地
位
上
昇
の
た
め
に
、
相
対
的
な
地
盤
沈
下
に
直
面
せ
ざ

る
を
え
な
い
。
ま
た
医
学
の
進
歩
や
抗
生
物
質
の
開
発
や
予
防
接

種
に
よ
る
死
亡
率
の
低
下
の
た
め
に
、
老
人
人
口
が
急
増
し
、
そ

の
老
後
の
生
活
を
め
ぐ
っ
て
諸
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
こ
と
は
ど

-8一
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こ
も
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
で
今
日
の
生
活
態
度
の

形
成
に
大
き
な
力
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
す
で
に
方
向
づ
け
ら
れ
て

い
た
五
月
革
命
(
一
九
六
八
年
)
の
世
代
で
は
な
く
、
一
九
二

O
年

前
後
に
生
れ
た
世
代
で
あ
っ
た
、
と
ア
リ
エ
ス
は
言
う
。
そ
の
暮

し
方
の
特
徴
は
、
多
少
の
誇
張
を
ま
じ
え
る
な
ら
、
老
人
を
眠
中

に
入
れ
な
い
こ
と
、
子
供
を
作
ら
な
い
こ
と
、
死
が
存
在
し
な
い

か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
の
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
子
供
の
数

が
減
り
、
老
若
の
比
率
が
変
化
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
八
五
年

に
お
け
る
人
口
統
計
に
よ
る
と
、
総
人
口
約
五
五

O
O万
中
、
二

O
歳
以
下
が
二
ハ

O
O万
(
二
九
%
)
、
二

o
i六
四
歳
が
三
二

O

O
万
(
五
八
%
)
、
六
五
歳
以
上
が
七

O
O万
(
一
二
・
八
%
)
で
あ

り
、
高
齢
化
の
指
数
士
了
八
%
は
わ
が
国
の
一

0
・
六
%
(
一

九
八
七
年
)
よ
り
高
い
。
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
八
七
年
に
は

一
三
・
三
%
に
上
昇
し
て
い
る
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
日
本
に
お
け

る
よ
う
な
か
ま
び
す
し
い
高
齢
化
社
会
危
機
論
は
あ
ま
り
聞
こ
え

て
こ
な
い
。
高
齢
者
の
消
費
活
動
|
|
健
康
維
持
、
療
養
、
レ

ジ
ャ
ー
、
文
化
の
事
受
ー
ー
に
は
社
会
を
大
い
に
活
性
化
す
る
力

が
あ
る
と
い
う
の
に
、
こ
の
点
が
わ
が
国
で
は
過
小
評
価
さ
れ
て

い
る
よ
・
つ
に
田
守
え
る
。

掃除

以
前
は
臨
死
者
が
家
族
や
知
人
に
お
別
れ
を
言
う
公
開
的
で
儀

式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
死
が
、
現
代
で
は
一
般
的
に
は
隠
蔽
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
に
は
家
族
感
情
の
変
化
と
家

族
に
よ
る
愛
情
の
独
占
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
が
、
ア
メ

リ
カ
の
社
会
学
者
。
ク
レ
ー
サ
ー
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
の
六
つ
の
病
院
で
の
調
査
を
通
し
て
、
事
実
を
知
'
り
さ
れ
た

場
合
の
臨
死
患
者
の
あ
ま
り
に
も
強
い
発
作
的
な
取
り
乱
し
か
ら

病
院
の
日
常
業
務
を
守
る
目
的
で
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
死
の
間
近

さ
を
隠
蔽
す
る
、
そ
の
過
程
を
研
究
し
た
。
患
者
と
家
族
の
絶
望

や
愁
嘆
場
は
、
予
期
せ
ぬ
事
態
を
正
常
な
業
務
の
中
に
持
ち
込
む

厄
介
千
番
な
出
来
事
で
あ
り
、
医
師
や
看
護
婦
が
そ
れ
に
ま
き
こ

ま
れ
て
苦
痛
や
罪
責
感
を
持
て
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
医
療

業
務
全
体
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た

訳
で
医
療
側
は
自
分
が
沈
黙
す
る
こ
と
に
よ
り
患
者
の
沈
黙
と
協

力
を
求
め
、
患
者
側
は
、
自
分
の
死
|
|
知
ら
さ
れ
な
く
て
も

知
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ダ
フ
ら
の
調
査
で
は
四
分
の
三
が
気

付
き
、
与
え
ら
れ
た
情
報
は
信
用
し
て
い
な
い
と
い
う
ー
ー
を
否

認
す
る
と
い
う
共
同
作
業
の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
果
た
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
患
者
は
死
と
公
然
と
向
き
合
う
の
を
恐
れ
て
、
医
師

死
の
隠
蔽
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に
協
力
す
る
。
こ
う
し
て
死
は
、
か
つ
て
の
劇
的
性
質
を
失
い
、

ル
ー
チ
ン
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
病
院
に
と
っ
て
は
、
隠
し
易

く
処
理
し
易
い
静
か
な
死
こ
そ
理
想
的
な
も
の
で
あ
る
。
一
九
六

一
年
ア
メ
リ
カ
で
の
二

O
O人
の
医
師
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
癌
患
者
に
病
名
を
告
げ
る
こ
と
に
は
九
割
が
反
対
し
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
一
九
六
八
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
全
員
が
絶
対
反

対
し
た
、
と
い
う
。
ダ
フ
ら
は
ア
メ
リ
カ
の
病
院
で
研
究
中
に
、

四
O
例
の
死
亡
を
観
察
し
た
。
癌
の
最
初
の
徴
候
か
ら
死
ま
で
平

均
二
九
か
月
が
経
過
し
た
が
、
四
分
の
三
例
に
お
い
て
は
患
者
は

何
も
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
ど
の
臨
死
患
者
も

同
じ
扱
い
を
受
け
る
と
は
限
ら
な
い
。
一
般
人
の
場
合
と
、
社
会

的
地
位
も
教
育
水
準
も
高
い
患
者
の
場
合
と
は
ま
た
別
で
あ
る
。

ダ
フ
ら
の
調
査
で
は
、
生
前
に
事
業
等
に
関
し
て
手
を
打
つ
必
要

の
あ
る
人
だ
と
医
師
側
が
察
し
た
人
に
は
告
知
す
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
治
癒
が
期
待
で
き
な
い
〈
医
学
的
価
値
〉
の

高
い
患
者
の
場
合
も
、
医
師
は
親
友
に
対
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
の

中
で
治
療
や
検
査
を
や
り
、
患
者
に
全
面
的
に
知
ら
せ
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
そ
う
し
た
患
者
に
限
り
苦
悩
や
悲
嘆
を
露
わ
に
し
て

も
許
容
さ
れ
る
、
と
い
う
。
グ
レ
ー
サ
ー
ら
が
観
察
し
た
も
う
一

つ
の
も
の
に
〈
死
の
弾
道
〉
と
い
う
の
が
あ
る
。
死
を
病
院
の
平

，-、

常
業
務
の
中
に
組
み
込
め
る
も
の
に
す
る
に
は
時
間
の
調
整
が
と

く
に
大
切
に
な
る
、
と
い
う
。
つ
ま
り
病
院
の
活
動
の
リ
ズ
ム
と

死
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
を
う
ま
く
す
り
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
グ

レ
ー
サ
ー
は
病
院
に
は
緩
急
や
予
測
に
よ
っ
て
異
な
る
何
種
類
か

の
〈
死
の
蝉
道
〉
(
射
程
の
短
い
臼
砲
、
中
閣
の
槽
弾
砲
、
長
い
カ
ノ
ン

砲
の
弾
道
)
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
は
そ
の
一
つ

に
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
る
、
と
言
う
。
事
が
大
過
な
く
弾
道
に

沿
っ
て
運
べ
ば
、
病
院
の
調
和
し
た
環
境
は
乱
さ
れ
な
い
。
こ
う

し
て
病
院
で
の
死
の
時
は
日
常
業
務
の
状
況
の
中
で
社
会
化
す
る

わ
け
だ
が
、
も
っ
と
も
時
折
、
生
物
死
が
予
定
通
り
に
起
こ
ら
ず
、

死
が
延
期
さ
れ
る
場
合
が
生
じ
た
り
す
る
。
す
る
と
医
療
ス
タ
ッ

フ
も
家
族
も
当
惑
し
、
欲
求
不
満
を
起
こ
す
、
と
い
う
。
ま
た
、

す
こ
し
意
味
合
い
の
違
う
隠
蔽
さ
れ
た
〈
社
会
死
〉
の
場
合
を
サ

ド
ナ
ウ
が
研
究
し
て
い
る
。
そ
れ
は
仮
死
状
態
で
運
び
こ
ま
れ
た

急
患
の
場
合
で
あ
る
が
、
そ
の
患
者
の
社
会
的
性
格
|
|
一
方
は

ア
ル
中
、
麻
薬
中
毒
者
、
売
春
婦
、
一
方
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ー
ー

に
よ
っ
て
、
扱
い
に
違
い
が
生
じ
う
る
と
い
う
。
驚
く
べ
き
こ
と

だ
が
、
生
者
と
し
て
蘇
生
術
を
施
さ
れ
る
か
、
〈
到
着
時
死
亡
者
〉

と
し
て
扱
わ
れ
る
か
は
、
そ
の
人
の
社
会
の
中
で
の
位
置
に
よ
っ

て
あ
る
程
度
決
ま
る
、
と
サ
ド
ナ
ウ
は
言
う
。
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畑、

句。ア
メ
リ
カ
の
あ
る
部
分
は
別
に
し
て
、
末
期
患
者
へ
の
態
度
の

特
徴
は
死
を
隠
蔽
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
平
行
し
て
死
の
禁

忌
と
い
う
態
度
が
あ
る
。
そ
れ
は
患
者
の
死
後
、
家
族
が
友
人
に

も
近
所
の
人
に
も
、
つ
と
め
て
喪
の
悲
し
み
を
表
面
に
出
さ
な
い

よ
う
に
し
、
出
来
る
だ
け
控
え
目
に
死
を
通
過
さ
せ
て
し
ま
お
う

と
す
る
態
度
を
指
す
。
ま
た
転
じ
て
周
囲
が
遺
族
ら
の
激
し
い
感

情
の
噴
出
を
忌
み
、
そ
れ
を
御
法
度
と
す
る
態
度
を
も
指
す
。
社

会
は
も
は
や
遺
体
ゃ
、
死
者
を
悼
ん
で
泣
く
遺
族
の
姿
を
見
る
こ

と
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
だ
。
人
生
は
常
に
幸
福
な
も
の
で

あ
る
か
、
そ
う
し
た
も
の
に
見
え
る
か
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
傾
向
を
最
初
に
発
見
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
ゴ

ラ
ー
で
あ
る
。
彼
は
一
九
五
五
年
の
先
駆
的
な
論
文
「
死
の
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
!
」
の
中
で
、
高
度
工
業
化
社
会
に
あ
っ
て
は
死
が

性
欲
に
替
わ
っ
て
主
要
な
禁
忌
と
な
っ
て
お
り
、
喪
の
悲
し
み
を

人
前
で
表
明
す
る
人
聞
は
病
的
で
弱
い
性
格
の
持
ち
主
だ
と
見
な

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
う
し
た
社
会
の
抑
圧
性
こ
そ
今
日
の

社
会
病
理
の
原
因
の
一
端
を
な
す
も
の
と
断
じ
た
。
心
痛
と
禁
忌

に
挟
ま
れ
た
こ
の
心
理
状
態
は
、
後
に
ゴ
ラ
l
自
身
が
体
験
し
て

い
る
。
一
九
六
一
年
兄
を
失
っ
た
彼
が
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
の

死
の
禁
忌

伊町』

誘
い
に
、
今
喪
に
服
し
て
い
る
か
ら
出
ら
れ
な
い
と
い
言
っ
た
と

こ
ろ
、
相
手
は
「
何
か
非
礼
で
ふ
ら
ち
な
言
葉
で
も
吐
き
掛
け
ら

れ
た
と
で
も
い
っ
た
風
に
」
ま
ご
ま
ご
し
た
と
い
う
。
こ
の
社
会

学
者
は
、
親
し
い
人
の
死
は
確
か
に
激
し
い
心
痛
を
お
こ
す
が
、

人
が
そ
の
癒
着
を
遅
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
自
然

と
治
る
と
言
い
、
フ
ロ
イ
ト
が
性
の
禁
忌
を
破
っ
た
そ
の
戦
術
を

借
り
て
死
の
禁
忌
を
破
ろ
う
と
し
た
わ
け
だ
が
、
フ
ロ
イ
ト
が
社

会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
と
は
反
対
に
こ
の
学
者
た
ち
の
意
見
は

無
視
さ
れ
た
の
だ
。
苦
し
み
ゃ
悲
し
み
を
ぶ
ち
ま
け
ら
れ
る
と
、

相
手
は
憐
れ
み
の
感
情
ど
こ
ろ
か
、
嫌
悪
の
情
を
抱
く
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
は
幸
福
と
い
う
最
も
今
日
的
な
感
情
に
背
く
罪
を
犯
す

も
の
だ
か
ら
。

と
こ
ろ
が
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
一
九
六
四
年
と
一
九
六
九
年

の
聞
に
死
の
意
識
に
大
変
化
が
生
じ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
九

六
五
年
ア
リ
エ
ス
が
そ
の
国
の
あ
る
名
編
集
長
に
自
分
は
今
死
の

研
究
を
し
て
い
る
と
語
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
同
じ
話
に
全
然

食
指
を
動
か
さ
な
か
っ
た
そ
の
女
史
が
「
そ
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
に

す
ご
く
受
け
ち
ゃ
う
わ
よ
」
と
叫
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
期
聞
に
ま

す
ま
す
多
数
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
と
心
理
学
者
が
病
院
で
の

死
を
中
心
に
し
て
論
文
を
書
い
て
お
り
、
こ
れ
と
正
比
例
し
て
ア
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メ
リ
カ
の
病
院
に
お
い
て
は
死
の
禁
忌
は
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。

a
q
 
少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
告
知
の
ケ
l
ス
が
増
え
て

き
て
い
る
。
中
世
期
に
は
、
死
期
が
近
い
こ
と
に
気
付
か
ぬ
人
に

'
F

ン
キ
ウ
ス
・
モ
ル
テ
ィ
ス

は
聴
罪
司
祭
が
死
の
告
知
人
と
な
っ
て
相
手
に
そ
れ
を
知
ら
せ

た
。
現
代
で
は
そ
れ
は
医
師
の
役
目
と
な
り
、
彼
の
口
か
ら
末
期

癌
の
患
者
に
は
よ
り
良
い
時
を
過
ご
し
、
よ
り
良
い
死
を
迎
え
て

も
ら
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
率
直
に
病
名
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と

が
増
え
た
。
確
か
に
こ
れ
は
患
者
サ
イ
ド
が
告
知
さ
れ
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
不
利
益
を
蒙
っ
た
と
し
て
病
院
側
を
告
訴
す
る
ケ
l
ス

が
増
え
て
き
た
こ
と
が
直
接
の
原
因
で
は
あ
る
け
れ
ど
。
キ
ュ
ー

ブ
ラ
l
・
ロ
ス
の
著
作
に
は
、
告
知
を
'
つ
け
て
自
分
の
間
近
い
死

に
立
ち
向
か
う
末
期
患
者
と
周
囲
の
人
た
ち
の
多
く
の
例
が
書
か

れ
て
い
る
。
そ
の
際
末
期
疾
患
の
告
知
は
ス
ト
レ
ー
ト
な
形
で
は

本
人
の
頭
に
は
い
ら
ず
、
し
ば
ら
く
の
間
ほ
ぼ
全
員
が
「
私
は
違

う
」
と
い
う
反
応
を
示
す
、
と
い
う
。
が
、
こ
れ
は
痛
ま
し
い
事

態
へ
の
健
康
な
対
処
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
次
の
段
階
で
患
者

は
気
難
し
く
な
り
他
人
へ
怒
り
を
爆
発
さ
せ
る
。
そ
の
後
す
こ
し

延
命
し
て
も
ら
う
た
め
に
神
に
教
会
へ
の
協
力
を
約
束
し
た
り
す

新
し
い
質
の
死

~、

る
「
取
り
引
き
」
の
段
階
が
く
る
。
つ
ぎ
に
患
者
は
こ
の
世
と
訣

別
す
る
準
備
期
間
で
あ
る
抑
欝
状
態
に
は
い
る
。
こ
の
諸
段
階
を

へ
て
、
こ
れ
ま
た
ほ
ぼ
全
員
が
部
分
的
な
い
し
は
全
面
的
な
死
の

受
容
に
落
ち
着
く
と
い
う
。
そ
の
際
、
本
人
が
時
聞
を
さ
か
の
ぼ

る
形
で
青
春
期
、
幼
児
期
を
回
想
し
た
り
、
ま
た
治
っ
た
ら
昔
よ

く
行
っ
た
ど
こ
そ
こ
で
、
何
を
食
べ
て
み
た
い
と
い
う
希
望
を
洩

ら
す
よ
う
に
な
る
と
、
受
容
が
う
ま
く
行
っ
た
と
、
家
族
も
安
堵

す
る
と
言
う
。
こ
の
キ
ュ
ー
ブ
ラ
1
・
ロ
ス
の
描
く
名
高
い
五
段

階
過
程
に
は
、
自
分
の
場
合
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
い
っ
た
日
本

の
医
療
者
側
か
ら
の
体
験
談
も
公
に
さ
れ
て
お
り
、
他
に
日
本
人

の
心
性
に
合
っ
た
受
容
の
諸
段
階
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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即
死
の
権
利

今
後
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
そ
う
な
の
は
、
末
期
患
者
が
ど

の
場
所
ど
の
時
点
で
、
尊
厳
を
保
っ
た
ま
ま
人
生
を
終
え
る
の
が

望
ま
し
い
か
と
い
う
問
題
だ
ろ
う
。
過
剰
延
命
の
放
棄
と
安
ら
か

な
死
が
求
め
ら
れ
る
の
は
末
期
癌
患
者
の
場
合
だ
け
で
は
な
い
。

家
族
の
介
護
も
そ
う
期
待
で
き
ぬ
中
で
不
治
の
慢
性
疾
患
の
た
め

に
、
食
事
も
用
便
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
長
期
療
養
を
強
い
ら

れ
る
老
人
の
状
況
も
似
た
も
の
だ
。
場
合
に
よ
っ
て
は
無
益
で
屈

〆瓜



川崎

辱
的
な
過
剰
医
療
を
患
者
側
が
拒
否
し
て
も
決
し
て
非
難
さ
れ
は

し
な
い
し
、
-
む
し
ろ
そ
の
権
利
あ
り
と
す
る
声
も
多
い
と
思
わ
れ

る
。
患
者
の
意
識
が
自
立
的
に
な
り
、
周
囲
も
死
へ
の
意
志
を
受

け
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
本
人
が
現
代
の
受
け
身
的
な
立

場
を
脱
し
て
、
伝
統
的
社
会
に
お
け
る
よ
う
に
家
族
、
親
友
に
来

て
も
ら
い
、
御
礼
や
お
詫
び
を
言
い
、
最
後
は
延
命
装
置
を
取
り

は
ず
さ
せ
、
麻
酔
の
助
け
を
借
り
つ
つ
も
な
ん
と
か
自
分
の
死
を

主
催
し
な
が
ら
往
生
す
る
と
い
う
状
況
も
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
の
問
題
で
参
考
に
な
る
の
は
、
一
九
六
二
年
名
古
屋

高
裁
が
示
し
た
安
楽
死
を
是
認
し
う
る
場
合
の
六
要
件
で
あ
る
。

一
、
病
者
が
現
代
医
学
の
知
識
と
技
術
か
ら
み
て
不
治
の
病
に
官

さ
れ
、
し
か
も
そ
の
死
が
目
前
に
追
っ
て
い
る
こ
と
。
二
、
病
者

の
苦
痛
が
甚
し
く
、
何
人
も
真
に
こ
れ
を
見
る
に
忍
び
な
い
程
度

の
も
の
な
る
こ
と
。
三
、
も
っ
ぱ
ら
病
者
の
死
苦
の
緩
和
の
目
的

で
な
さ
れ
る
こ
と
。
四
、
病
者
の
意
識
が
な
お
明
瞭
で
あ
っ
て
、

意
志
を
表
明
で
き
る
場
合
に
は
、
本
人
の
真
撃
な
嘱
託
文
は
承
諾

の
あ
る
こ
と
。
五
、
医
師
の
手
に
よ
る
こ
と
を
本
則
に
し
、
こ
れ

に
よ
り
得
な
い
場
合
に
は
、
医
師
に
よ
り
得
な
い
首
肯
す
る
に
足

る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
。
六
、
そ
の
方
法
が
倫
理
的
に
も
妥

当
な
も
の
と
し
て
認
容
し
得
る
も
の
な
る
こ
と
。
こ
の
う
ち
一
見

，・h

し
て
第
五
の
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
最
も
難
し
そ
う
で
あ

る
。
で
あ
る
な
ら
、
ソ
l
ン
ダ
l
ズ
の
方
式
を
研
究
す
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
医
療
機
関
に
所
属
し
て
い
た

ソ
l
ン
ダ
!
ズ
女
史
が
末
期
癌
患
者
の
た
め
に
開
発
し
た
ヘ
ロ
イ

ン
の
微
量
(
四
時
間
お
き
に
五

1

一0
ミ
リ
グ
ラ
ム
)
経
口
投
与
法

は
、
中
毒
の
お
そ
れ
が
な
い
と
さ
れ
、
事
実
聖
ク
リ
ス
ト
フ

7
1

ズ
・
ホ
ス
ピ
ス
で
実
施
さ
れ
、
大
い
に
注
目
を
集
め
た
。
行
き
過

ぎ
た
延
命
は
放
棄
し
、
安
ら
か
な
死
を
迎
え
て
も
ら
う
の
が
女
史

の
試
み
の
眼
目
で
あ
っ
た
。
と
こ
は
当
初
は
充
実
し
た
機
能
の
病

院
と
、
快
適
な
自
宅
と
の
中
間
的
存
在
で
あ
っ
た
。
予
後
三
か
月

以
内
と
診
断
さ
れ
て
入
院
を
許
可
さ
れ
た
患
者
の
七

O
%が
六

O

歳
以
上
で
あ
り
、
そ
の
大
半
が
苦
痛
の
少
な
い
状
態
で
、
診
断
通

り
に
臨
終
を
迎
え
る
と
い
う
。
ヘ
ロ
イ
ン
使
用
禁
止
園
で
あ
る
わ

が
国
で
は
、
別
途
に
麻
薬
中
毒
に
は
な
ら
な
い
麻
酔
方
法
が
開
発

さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
実
現
の
め
ど
の
つ
か

な
い
安
楽
死
に
代
わ
る
有
力
な
対
処
法
で
は
あ
る
。
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制

死

後

現
代
の
西
欧
人
は
死
と
死
後
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
フ
ラ
ン
ス
調
査
研
究
協
会
が
一
九
六
八

i
一
九
六
九
年
に
死



を
思
う
と
き
の
精
神
状
態
に
関
し
て
行
な
っ
た
意
識
調
査
で
は
、

〈
恐
怖
、
苦
悩
〉
が
四
六
%
、
〈
反
発
、
怒
り
〉
が
一
O
%
、
〈
静
か

な
待
機
〉
が
四
三
%
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
七
八
年
の
「
あ
な

た
は
ど
ん
な
死
を
望
む
か
」
の
質
問
に
は
「
急
死
」
が
七
七
%
、

「
死
を
見
守
る
」
が
一
O
%
、
無
回
答
一
O
%
の
回
答
を
得
た
と
い

う
。
つ
ま
り
、
現
代
人
は
「
あ
の
人
は
死
ぬ
こ
と
に
気
づ
か
ず
に

逝
き
ま
し
た
」
と
い
う
紋
切
り
型
の
口
上
に
示
さ
れ
る
、
意
識
の

な
い
死
を
望
ん
で
い
た
の
だ
。
ま
た
シ
ョ
ニ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
一

九
五
八
年
フ
ラ
ン
ス
世
論
研
究
所
が
一
八

i
三
O
歳
の
一
五
二
五

人
を
対
象
に
「
死
後
に
は
何
か
が
生
き
残
る
か
、
そ
れ
と
も
一
切

が
終
る
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
何
か
が
生
き

残
る
」
が
五
五
%
(
男
性
四
六
%
、
女
性
六
四
%
)
、
「
一
切
が
終
る
」

が
二
三
%
(
男
性
三
O
%
、
女
性
一
五
%
〉
で
あ
っ
た
。
一
九
六
四
年

末
に
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
層
を
対
象
に
「
死
後
、
今
私
た
ち
が
見
、
触

れ
て
い
る
世
界
と
は
別
の
世
界
が
あ
る
と
、
あ
な
た
は
思
い
ま
す

か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
は
「
あ

る
と
思
う
」
が
五
七
%
、
「
思
わ
な
い
」
が
二
七
%
、
他
が
無
回
答

だ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
時
点
ま
で
は
若
者
の
五
五

i
六
O
%
は
ま

だ
キ
リ
ス
ト
教
的
死
生
観
を
持
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
O

年
に
異
変
か
生
じ
た
。
こ
の
年
、
さ
ま
ざ
ま
の
年
齢
層
(
二
0
1三

~、

四
、
四
九
、
民
四
歳
以
上
)
に
わ
た
っ
て
、
「
あ
な
た
は
死
後
の
生
が

あ
る
と
信
じ
ま
す
か
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
な
わ
れ
た
が
、
〈
あ
る

と
思
う
〉
が
三
七
%
、
〈
あ
る
と
は
思
わ
な
い
〉
が
四
七
%
、
無
回

答
三
六
%
、
性
別
で
は
男
子
二
九
%
・
五
五
%
・
二
八
%
、
女
子

四
四
%
・
三
九
%
・
一
七
%
と
い
う
結
果
が
出
た
。
こ
の
五
年
間

に
西
欧
の
中
核
た
る
フ
ラ
ン
ス
で
、
来
世
へ
の
希
望
が
著
し
く
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
末
、
一
五
、
二
九
、
一

四
九
議
と
そ
れ
以
上
の
年
齢
層
を
対
象
に
「
あ
な
た
は
死
後
の
生

が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
な
わ
れ
た
が
、
〈
思

う
〉
が
三
九
%
、
〈
思
わ
な
い
〉
が
四
八
%
、
無
回
答
が
一
三
%
で

あ
っ
た
。
シ
ヨ
ニ
ュ
ー
は
こ
う
し
た
結
果
を
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
(
一
九
六
二
i
六
五
年
)
の
改
革
を
は
さ
む
時
期
に
伝
統
や
永
遠

の
生
等
に
つ
い
て
教
会
人
の
言
葉
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
と
関

連
づ
け
て
い
る
。
教
会
が
こ
ん
な
風
だ
か
ら
西
欧
人
は
来
世
へ
の

希
望
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
死
へ
の
準
備
一
つ
と
っ
て
も
異

教
徒
の
方
が
よ
ほ
ど
き
っ
ち
り
や
っ
て
い
る
、
と
。
西
欧
人
の
約

半
数
が
四
、
五
年
の
聞
に
死
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
を
失
っ
た

こ
と
に
宗
教
人
は
一
様
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
模
様
で
あ
る
。

"':""14ー
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伺菌、

関
連
文
献
リ
ス
ト

-
老
い
と
死

思
想
の
科
学
研
究
会
〈
老
い
の
会
〉
編
『
老
い
の
万
華
鏡
』
(
御
茶
の
水
書

房
)

朝
長
正
徳
『
脳
の
老
化
と
ぼ
け
』
(
紀
伊
国
屋
書
庖
)

猪
股
満
子
『
老
い
と
の
対
話
死
と
の
対
話
』
(
社
会
思
想
社
)

J
・
ホ
ワ
イ
ト
『
死
と
友
に
な
る
』
(
春
秋
社
)

日
野
原
重
明
『
老
い
と
死
の
受
容
』
(
春
秋
社
)

田
辺
順
一
『
老
い
』
(
平
凡
社
)

N
・
エ
リ
ア
ス
/
中
居
実
訳
『
死
に
ゆ
く
者
の
孤
独
』
(
法
政
大
学
出
版

局
)

『
堀
一
郎
著
作
集
6

生
と
死
』
(
未
来
社
)

s
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
/
朝
吹
三
吉
訳
『
老
い
』
(
人
文
書
院
)

浜
田
普
『
老
い
を
生
き
る
意
味
』
(
岩
波
書
庖
)

-
死
の
歴
史
・
民
族
学
・
神
話
学

ア
リ
エ
ス
/
伊
藤
・
成
瀬
訳
『
死
と
歴
史
』
(
み
す
ず
書
房
)

ア
リ
エ
ス
/
成
瀬
駒
男
訳
『
死
を
前
に
し
た
人
間
』
(
み
す
ず
書
房
)

ア
リ
エ
ス
/
福
井
憲
彦
訳
『
図
説
死
の
文
化
史
』
(
日
本
エ
デ
ィ
タ
l
ス

ク
ー
ル
出
版
部
)

エ
リ
ア
l
デ
/
堀
一
郎
訳
『
永
遠
回
婦
の
神
話
』
(
未
来
社
)

ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
、
メ
ト
カ
l
フ
/
池
上
・
川
村
訳
『
死
の
儀
礼
』
(
未
来

社
)

d圃民

ホ
イ
ジ
ン
ガ
/
堀
越
孝
一
訳
『
中
世
の
秋
』
(
中
央
公
論
社
)

M
・
ポ
ナ
パ
ル
ト
/
佐
々
木
孝
次
訳
『
ク
ロ
ノ
ス
・
エ
ロ
ス
・
タ
ナ
ト

ス
』
(
せ
り
か
書
房
)

鯖
田
豊
之
『
生
き
る
権
利
・
死
ぬ
権
利
』
(
新
潮
社
)

-
現
代
の
死

J
・
ク
ル
l
ド
ソ
ン
/
小
野
克
彦
訳
『
エ
イ
ズ
疑
惑
』
ハ
紀
伊
国
屋
書
庖
)

吉
本
隆
明
・
竹
田
青
嗣
他
『
人
間
と
死
』
(
春
秋
社
〉

R
-
キ
ャ
ン
ベ
ル
『
人
は
ふ
さ
わ
し
い
死
を
死
ぬ
』
(
晶
文
社
)

E
・
ヒ
レ
ス
ム
『
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
求
め
て
』
(
品
文
社
)

p
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
『
性
と
死
の
記
憶
』
(
晶
文
社
)

J
・
マ
タ
マ
ナ
1
ズ
/
小
西
嘉
幸
訳
『
死
と
啓
蒙
』
〈
平
凡
社
)

A
・
ベ
ッ
カ
l
/今
防
人
訳
『
死
の
拒
絶
』
(
平
凡
社
)

E
-
モ
ラ
ン
/
古
田
幸
男
訳
『
人
間
と
死
』
(
法
政
大
学
出
版
局
)

ソ
ン
タ
グ
/
富
山
太
佳
夫
訳
『
エ
イ
ズ
と
そ
の
隠
喰
』
(
み
す
ず
書
房
)

河
上
伶
逸
『
巨
人
の
肩
の
上
で
』
(
未
来
社
)

-
心
理
学
・
精
神
医
学

吉
福
伸
逸
『
生
老
病
死
の
心
理
学
』
(
春
秋
社
)

近
藤
裕
『
「
自
分
の
死
」
入
門
』
(
春
秋
社
〉

E
-
s
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
/
白
井
徳
満
・
白
井
幸
子
訳
『
死
に
ゆ
く

時
』
(
誠
信
童
一
房
)

多
国
・
河
合
編
著
『
生
と
死
の
様
式
』
(
誠
信
書
房
)

河
野
博
臣
『
生
と
死
の
心
理
』
(
創
元
社
)



樋
口
和
彦
・
平
山
正
実
『
生
と
死
の
教
育
』
〈
創
元
社
)

糸
魚
川
・
日
高
編
『
応
用
心
理
学
講
座
四
生
命
科
学
と
心
理
学
』
(
福
村

出
版
)

中
川
・
宗
像
編
『
応
用
心
理
学
講
座
臼
医
療
・
健
康
心
理
学
』
(
福
村
出

版
)

C
・
G
-
ユ
ン
グ
他
〆
河
合
俊
雄
他
訳
『
時
の
現
象
学

E
』
(
平
凡
社
)

笠
原
嘉
編
『
ユ
キ
の
日
記
』
(
み
す
ず
書
房
)

v
・
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ゲ
イ
ツ
チ
/
中
沢
紀
雄
訳
『
死
』
(
み
す
ず
書
房
)

デ
ュ
ル
ケ
1
ム
/
宮
島
喬
訳
『
自
殺
論
』
(
中
央
公
論
社
)

吉
本
隆
明
『
死
の
位
相
学
』
(
潮
出
版
)

-
日
常
の
生
と
死

曾
野
・
デ
l
ケ
ン
編
『
生
と
死
を
考
え
る
』
(
春
秋
社
)

平
山
・
デ
l
ケ
ン
編
『
身
近
な
死
の
経
験
に
学
ぶ
』
(
春
秋
社
)

飯
塚
・
デ
l
ケ
ン
編
『
日
本
の
ホ
ス
ピ
ス
と
週
末
期
医
療
』
(
春
秋
社
)

加
藤
恭
子
『
伴
侶
の
死
』
(
春
秋
社
)

平
山
正
美
『
死
生
学
と
は
な
に
か
』
(
日
本
評
論
社
〉

木
村
利
人
『
い
の
ち
を
考
え
る
』
(
日
本
評
論
社
)

大
村
英
昭
『
死
ね
な
い
時
代
』
ハ
有
斐
閣
)

-
死
と
医
療

水
野
肇
『
脳
死
と
臓
器
移
植
』
(
紀
伊
国
屋
書
庖
)

E
・
s
・
カ
ラ
l
リ
『
お
だ
や
か
な
死
』
(
春
秋
社
)

R
・
セ
ル
V
7
1
『
か
ら
だ
の
宇
宙
誌
』
(
春
秋
社
)

f咽冊、

池
見
・
永
田
編
『
死
の
臨
床
学
』
(
誠
信
書
房
)

池
見
・
永
田
編
『
日
本
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
』
(
誠
信
書
房
)

東
京
大
学
医
学
部
『
ち
く
ま
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
日
日
本
の
脳
死
』
(
筑
摩
書

房
)

石
山
豆
夫
『
ち
く
ま
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
回
法
医
学
へ
の
招
待
』
(
筑
摩
書

房
)

立
川
昭
二
『
こ
の
生
こ
の
死
』
〈
筑
摩
書
房
)

N
H
K
『
ガ
ン
告
知
』
(
筑
摩
書
房
〉

宮
川
俊
行
『
安
楽
死
の
論
理
と
倫
理
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

H
-
プ
ロ
デ
ィ
/
館
野
・
榎
本
訳
『
医
の
倫
理
|
原
書
第
2
版
』
(
東
京
大

学
出
版
会
)

吉
利
和
編
『
医
師
の
生
命
観
』
(
日
本
評
論
社
)

唄
孝
一
『
脳
死
を
学
ぷ
』
(
日
本
評
論
社
)

福
間
誠
之
『
脳
死
を
考
え
る
』
(
日
本
評
論
社
)

M
-
ダ
l
ウ
ィ
/
平
沢
正
夫
訳
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
臓
器
移
植
』
(
平
凡
社
)

矢
貫
隆
『
救
え
た
は
ず
の
生
命
』
(
平
凡
社
〉

新
村
拓
『
死
と
病
と
看
護
の
社
会
史
』
〈
法
政
大
学
出
版
局
)

中
川
米
造
『
医
と
か
ら
だ
の
文
化
史
』
(
法
政
大
学
出
版
局
)

サ
ル
ダ
/
森
岡
恭
彦
訳
『
生
き
る
権
利
と
死
ぬ
権
利
』
(
み
す
ず
書
房
)

加
藤
尚
武
『
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
と
は
何
か
』
(
未
来
社
)

E
-
キ
ュ
プ
ラ
1
・
ロ
ス
/
川
口
正
吉
訳
『
死
ぬ
瞬
間
』
(
読
売
新
聞
社
)

E
・
キ
ュ
プ
ラ
l
・
ロ
ス
/
川
口
正
吉
訳
続
『
死
ぬ
瞬
間
』
(
読
売
新
聞

社〉
ー
・
イ
リ
ッ
チ
/
金
子
嗣
郎
訳
『
脱
病
院
化
社
会
』
(
晶
文
社
)

-16ー
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立
花
隆
『
脳
死
』
(
中
央
公
論
社
)

米
本
田
国
平
『
先
端
医
療
革
命
』
(
中
央
公
論
社
)

亀
山
美
和
子
『
死
に
ゆ
く
人
々
に
教
え
ら
れ
て
』
(
人
文
書
院
)

-
そ
の
他

J
・
グ
リ
ー
ン
編
/
刈
田
・
植
松
訳
『
最
期
の
こ
と
ば
』
(
社
会
思
想
社
)

ヴ
イ
ー
ゼ
ル
『
死
者
の
歌
』
(
晶
文
社
)

布
施
堕
正
『
死
の
横
顔
』
(
誠
信
書
房
)

J
-
ヒ
ル
マ
ン
/
樋
口
・
武
田
訳
『
自
殺
と
創
造
』
(
創
元
社
)

R
・
ゴ
ー
ド
ン
『
死
と
創
造
』
(
創
元
社
)

中
村
真
一
郎
『
死
を
考
え
る
』
(
筑
摩
書
房
)

稲
村
博
『
自
殺
学
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

家
城
久
子
『
し
た
た
か
に
愛
燃
え
て
』
(
平
凡
社
)

J
・
ア
メ
リ
l

/
大
河
内
了
義
訳
『
自
ら
に
手
を
く
だ
し
』
(
法
政
大
学
出

版
局
〉

ボ
ッ
カ
チ
オ
/
野
上
素
一
訳
「
デ
カ
メ
ロ
ン
』
(
岩
波
書
店
)

ト
ル
ス
ト
イ
/
中
村
白
葉
訳
『
三
つ
の
死
』
(
河
出
書
房
新
社
)

ト
ル
ス
ト
イ
/
中
村
白
葉
訳
『
イ
ワ
ン
・
イ
リ
イ
チ
の
死
』
(
河
出
書
房
新

社
)

ソ
ル
ジ
ェ
ニ

l
ツ
イ
ン
/
小
笠
原
豊
樹
訳
『
ガ
ン
病
棟
』
(
新
潮
社
)

G
・
パ
タ
イ
ユ
伊
藤
守
男
訳
『
死
者
』
(
二
見
書
房
)

有
永
弘
人
訳
『
ロ
ラ
ン
の
歌
』
(
岩
波
書
庖
)

モ
ン
テ
l
ニ
ュ
/
原
二
郎
訳
『
エ
セ
!
』
(
岩
波
書
底
)

...-， 

成
瀬
駒
男
〈
な
る
せ
・
こ
ま
お
)

一
九
一
三
年
横
浜
に
生
ま
れ
る
。
東
京
大
学
文
学
部
仏
文
科
卒
業
。
修
士
。
園
撃

院
大
学
教
授
。
著
書
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
謝
肉
祭
』
(
小
沢
書
庖
)
、
訳
書
M
M
F

・
ア
リ
エ

ス
『
死
を
前
に
し
た
人
間
』
『
死
と
歴
史
』
『
日
曜
歴
史
家
』
(
以
上
み
す
ず
書
房
)
、

E
・
ド
ー
ル
ス
『
バ
ロ
ッ
ク
論
』
(
筑
摩
書
房
)
、

N
・
Z
-
デ

l
ヴ
ィ
ス
『
マ
ル
タ

ン
・
ゲ
l
ル
の
帰
還
』
『
愚
者
の
王
国
、
異
端
の
都
市
』
『
古
文
書
の
中
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
』
、

A
・ド
l
ピ
ニ
ェ
『
児
ら
に
語
る
自
伝
』
(
以
上
平
凡
社
)
ほ
か
ι

可・
4
・I
d
-
-
a
-
l
a
-
-
4・1
4司・
4
・1
4

，‘d
n・d
・-
a
H・a
・-
4・1
a
-
I
d
-
-
J

一
-
「
人
文
会
/
歴
史
書
懇
話
会
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
一
九
九
ご
発
行
-

E

人
文
会
、
歴
史
書
懇
話
会
で
は
一
九
九
一
年
に
会
員
三
二
社
が
-

，
一
一
刊
行
し
た
新
刊
図
書
全
点
を
収
録
し
た
合
同
目
録
を
、
三
月
一
-
山

百

O
日
に
発
行
い
た
し
ま
す
。
同
目
録
で
は
図
書
館
の
コ
ン
山

一
同
ピ
ュ

l
タ
化
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

J
L
A
、
N
P
L
、
山

有

O
P
L
の
各
マ
l
ク
と
I
S
B
N
コ
l
ド
を
記
載
す
る
ほ
か
、
川

市

受

賞

図

書

情

報

な

ど

も

網

羅

い

た

し

ま

す

。

日

一
一
一
特
約
店
・
準
特
約
庖
さ
ん
に
は
、
一
部
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
一

吾

き

ま

す

。

-

一r
-
h
F
-
h
F
-
h
F
-
h
F
-
h
F
'
h
F
-
h
F
-
h
F
-
h
F
'
h
F
-
h
F
-
h
F
b
h
F
'
h
F
-
h
F
-
L



収

書

考

|

名

古

屋

市

立

図

書

館

の

場

合

は
じ
め
に

一
三
二
万
七
四
一
六
冊
|
|
こ
の
数
字
は
、
名
古
屋
市
立
図
書

館
十
五
館
と
自
動
車
図
書
館
四
館
分
の
蔵
書
総
冊
数
(
平
成
三
年

十
一
月
現
在
)
で
あ
る
。

人
口
一
二
六
万
に
近
い
名
古
屋
市
に
は
、
昭
和
区
に
あ
る
鶴
舞

中
央
図
書
館
を
中
核
と
し
て
、
中
区
を
除
く
各
行
政
区
に
十
四
分

館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
館
名
は
、
中
央
図
書
館
以
外
所
在
す
る

区
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
西
・
南
・
中
川
・
名
東
の
四
館
に
は

~ 

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

加

藤

三

郎

-18一

自
動
車
図
書
館
が
付
設
さ
れ
て
お
り
、
分
館
と
は
別
個
の
蔵
書
を

持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
市
立
図
書
館
の
蔵
書
の
内
訳
は
、

建
物
館
十
五
館
、
自
動
車
図
書
館
四
館
と
あ
わ
せ
て
十
九
館
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

鶴
舞
中
央
図
書
館
の
歴
史
は
古
い
。
大
正
十
二
年
十
月
、
市
立

名
古
屋
図
書
館
と
し
て
開
館
し
、
平
成
五
年
に
は
開
館
七
十
年
を

迎
え
る
。
開
館
以
来
六
十
八
年
の
長
い
年
月
に
わ
た
り
、
収
集
・

蓄
積
さ
れ
て
き
た
蔵
書
は
六
十
九
万
余
冊
を
数
え
、
歴
史
の
古
さ

と
蔵
書
の
内
容
に
お
い
て
も
愛
知
県
内
は
も
と
よ
り
東
海
地
方
で

伺h
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も
有
数
の
図
書
館
で
あ
る
。
そ
の
蔵
書
数
は
、
本
市
立
図
書
館
の

蔵
書
の
約
三
十
%
を
占
め
て
い
る
。

分
館
の
蔵
書
数
は
、
開
館
が
古
い
鶴
舞
中
央
・
西
・
熱
田
の
三

館
を
除
き
十
万
冊
前
後
で
あ
り
、
自
動
車
図
書
館
は
四

i
五
万
冊

を
所
蔵
し
て
い
る
。

図
書
の
集
中
整
理

本
市
立
図
書
館
で
は
、
図
書
を
収
集
す
る
こ
と
を
「
収
書
」
と

呼
ん
で
い
る
。
一
般
に
は
「
集
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の

名
称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月

中
央
図
書
館
制
を
敷
き
、
同
館
に
整
理
課
を
設
け
、
収
書
・
整
理

の
二
係
を
置
い
た
時
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
三
館
(
鶴
舞
・

栄
・
熱
田
)
が
独
自
に
購
入
・
整
理
し
て
い
た
図
書
を
中
央
図
書

館
で
一
括
整
理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

集
中
整
理
は
、
図
書
の
購
入
選
択
か
ら
始
ま
る
。
毎
週
一
回
、

各
館
か
ら
司
書
が
中
央
図
書
館
に
集
ま
り
、
書
庖
持
込
み
の
見
計

い
図
書
(
一
回
平
均
約
六
百
余
冊
、
さ
ら
に
寄
贈
図
書
・
独
自
発

注
図
書
が
交
互
に
加
わ
る
〉
を
も
と
に
自
館
の
購
入
図
書
を
選
択

し
、
さ
ら
に
全
館
の
購
入
図
書
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
年
開
通

し
て
の
購
入
率
は
見
計
い
図
書
の
約
六
十
四
%
で
あ
る
が
、
こ
れ

，.，.民

ま
で
に
購
入
漏
れ
の
図
書
も
相
当
数
あ
っ
た
た
め
、
平
成
三
年
四

月
か
ら
は
「
選
択
調
整
予
備
会
議
」
を
設
け
て
、
選
択
漏
れ
の
図

書
に
つ
い
て
購
入
の
可
否
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
の
予
算
も
確
保
し
て
い
る
。

請
求
記
号
は
、
全
館
同
一
と
し
て
お
り
、
目
録
カ
l
ド
も
中
央

図
書
館
で
全
館
分
を
作
成
し
、
各
館
に
配
布
し
て
い
る
。
受
入
図

書
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
(
現
在
、
中
央
図
書

館
の
み
で
稼
動
)
に
入
力
し
、
検
索
を
可
能
に
し
て
い
る
。
中
央

図
書
館
で
は
、
図
書
の
ほ
か
雑
誌
・
視
聴
覚
資
料
(
紙
芝
居
・
カ

セ
ッ
ト
・
テ
ー
プ
・

C
D
・
レ
コ
ー
ド
)
も
デ
1
タ
入
力
を
行
っ

て
い
る
。
同
館
に
は
、
総
合
目
録
(
書
名
・
著
者
名
・
書
架
)
が

あ
り
、
館
同
士
の
相
互
貸
借
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

各
館
で
選
択
さ
れ
た
図
書
は
、
三
日
後
に
指
定
書
庖
か
ら
納
入

さ
れ
る
。
未
納
本
も
あ
る
た
め
、
毎
回
一
O
O
%
の
納
入
率
と
は

い
え
な
い
が
、
取
次
・
書
屈
の
協
力
に
よ
り
良
好
な
納
入
率
を
維

持
し
て
い
る
。
図
書
納
入
日
に
は
、
中
央
図
書
館
で
作
成
し
た
請

求
記
号
一
覧
表
が
届
く
た
め
、
受
入
・
装
備
の
の
ち
早
い
と
こ
ろ

で
は
翌
日
に
「
新
着
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
に
配
架
さ
れ
、
市
民
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
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資
料
の
収
集
方
針

購
入
図
書
の
選
択
は
、
週
単
位
で
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
三
年

度
は
四
十
五
回
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
図
書
費
の
中
で
の
購
入
で
あ

る
た
め
、
各
館
で
は
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
て

い
る
。
雑
誌
の
購
入
費
も
図
書
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。

本
市
立
図
書
館
で
は
、
資
料
の
収
集
と
保
存
に
つ
い
て
基
本
的

な
考
え
方
を
ま
と
め
た
「
名
古
屋
市
図
書
館
資
料
収
集
方
針
」
を

定
め
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
し
て
い
る
。
こ
の
方

針
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
た
「
購
入

の
原
則
」
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
図
書
の
収
集
の

み
な
ら
ず
保
存
に
つ
い
て
も
規
定
し
、
新
聞
・
雑
誌
の
保
存
に
つ

い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
図
書
の
保
存
指
定
及
び
集
結
に
つ
い
て

も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
中
央
図
書
館
は
、
そ
の
機
能
と
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
分
館
で
応
じ
き
れ
な
い
市
民
の
多
様
な
資

料
要
求
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
収
集
を
行
い
、
市
民
の
学
習
生

活
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
教
養
、
趣
味
、
娯
楽
、
読
み
物
、
児
童

図
書
な
ど
の
収
集
と
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
・
文

学
・
郷
土
資
料
等
各
部
門
に
わ
た
る
概
説
書
、
専
門
書
、
参
考
図

~ 

書
等
の
調
査
研
究
資
料
や
基
本
的
資
料
を
収
集
し
て
い
る
。

分
館
十
四
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
区
の
地
域
的
社
会
的
特
性

を
十
分
認
識
し
な
が
ら
、
広
く
市
民
に
対
し
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
及
び
日
常
生

活
に
役
立
つ
資
料
の
ほ
か
、
地
域
の
資
料
や
調
査
研
究
の
た
め
の

基
礎
的
、
入
門
的
な
参
考
資
料
も
収
集
し
て
い
る
。

自
動
車
図
書
館
に
お
い
て
も
、
分
館
と
同
様
で
あ
る
が
、
幅
広

い
利
用
者
層
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、
巡
回
す
る
各
駐
車
場
地

区
の
地
域
的
状
況
、
利
用
す
る
市
民
の
読
書
傾
向
、
読
書
要
求
等

を
も
十
分
把
握
し
て
効
率
的
に
収
集
し
て
い
る
。
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資
料
収
集
の
実
際

本
市
立
図
書
館
全
館
の
蔵
書
構
成
(
平
成
二
年
度
末
)
を
み
る

と
、
①
文
学
(
一
工
ハ
・
四
%
)
②
児
童
図
書
つ
コ
了
四
%
)
③

社
会
科
学
(
一
一
・
三
%
)
④
工
業
・
工
学
(
七
・
七
%
)
⑤
芸

術
(
六
・
二
%
)
|
以
下
略
ー
と
い
う
順
に
な
る
。

専
門
書
・
参
考
図
書
等
を
中
心
に
収
集
し
て
い
る
中
央
図
書
館

の
調
査
・
研
究
の
フ
ロ
ア
(
二
階
部
分
)
の
受
入
状
況
(
平
成
二

年
度
)
は
、
社
会
科
学
つ
二
・
O
%
)
、
文
学
(
一
九
・
二
%
)
、

芸
術
(
二
・
八
%
)
、
歴
史
・
地
理
(
一

0
・
六
%
)
、
哲
学
・

F帆 1
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宗
教
(
五
・
三
%
)
で
あ
る
。
全
館
の
受
入
状
況
は
、
文
学
(
四

八
・
O
%
)
、
児
童
図
書
(
二
八
・
二
%
)
、
社
会
科
学
(
一
一
・

八
%
)
、
芸
術
(
七
・
O
%
)
、
歴
史
・
地
理
(
六
・
二
%
)
と
い

う
順
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
よ
う
に
早
く
か
ら
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
、
集
中

整
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
資
料
の
収
集
状
況
に
つ
い
て

も
具
体
的
か
っ
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

近
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
化
身
』
(
渡
辺
淳

一
・
昭
和
六
一
年
〉
最
高
購
入
冊
数
一
四
冊

(
B
M
館
〉
・
九
冊

(
分
館
)
、
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
(
俵
万
智
・
昭
和
六
二
年
)
同
九

冊

(
B
M
)
、
五
冊
(
分
)
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
(
村
上
春
樹
・

昭

和

六

三

年

)

同

一

四

冊

(
B
M
)
、
一
一
冊
(
分
)
、

『
T
U
G
U
M
-
』
(
吉
本
ば
な
な
・
平
成
元
年
)
同
三
冊

(
分
)
、
二
冊

(
B
M
)
、
『
愛
さ
れ
る
理
由
』
(
二
谷
友
里
恵
・
平
成

二
年
)
同
八
冊

(
B
M
〉
、
六
冊
(
分
)
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

複
本
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
各
館
の
判
断
に
依
っ
て
い
る
。

年
末
に
な
る
と
、
恒
例
と
も
な
っ
て
い
る
そ
の
年
の
出
版
図
書

の
「
収
穫
」
が
日
刊
新
聞
の
読
書
面
や
書
評
新
聞
等
で
特
集
さ
れ

る
。
こ
の
時
期
に
は
、
こ
う
し
て
紹
介
さ
れ
た
図
書
の
リ
ク
エ
ス

ト
も
図
書
館
に
寄
せ
ら
れ
る
た
め
、
目
が
離
せ
な
い
。

声、

『
週
刊
読
書
人
』
(
第
一
九
=
ニ
号
)
で
特
集
さ
れ
た
ご
九
九

一
年
の
収
穫
」
を
も
と
に
、
本
市
立
図
書
館
で
の
購
入
・
利
用
状

況
(
平
成
三
年
十
二
月
十
四
日
現
在
)
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
利

用
回
数
は
、
中
央
図
書
館
分
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
)
の
も
の

で
あ
り
、
紙
数
の
割
合
で
諸
氏
が
あ
げ
ら
れ
た
最
初
の
図
書
と

し
、
訳
者
名
・
出
版
社
名
は
省
略
し
た
。
①
『
不
姫
|
い
ま
何
が

行
な
わ
れ
て
い
る
か
』
(
レ
ナ
1
テ
・
ク
ラ
イ
ン
編
)
5
(館
)
・

日
(
回
)
②
『
メ
デ
ィ
ア
の
世
紀
|
ア
メ
リ
カ
神
話
の
創
造
者
た

ち
』
(
浜
野
保
樹
)
1
・
-
③
『
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
批
判
』
(
高

木
仁
三
郎
)
5
・
0
④
『
日
本
の
歴
史
を
よ
み
な
お
す
』
(
網
野
善

彦
)
日
・
ロ
⑤
『
真
理
と
解
釈
』
(
ド
ナ
ル
ド
・
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ

ン
)
1
・
0
⑥
『
私
の
中
国
捕
虜
体
験
』
(
駒
田
信
二
)
日
・

2
⑦

『
地
中
海
I
』
(
F
・
プ
ロ
l
デ
ル
)
未
購
入
⑧
『
再
生
産
』

(
p
・

プ
ル
デ
ュ
l
、

J
・
C
パ
ス
ロ
ン

)
1
・
-
⑨
『
ゼ
ロ
の
記
号
論
』

(
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ト
マ
ン
〉

1
・
0
⑩
『
在
日
外
国
人
』
(
田
中

宏
)
日
・

4
⑪
『
映
画
に
目
が
肱
ん
で
』
(
蓮
質
重
彦
)
未
購
入
⑫

『
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
』
(
ジ
ヨ
エ
ル
・
マ
コ
l
ワ
l
)
1
(
分
館
)

⑬
『
内
縁
婚
の
現
状
と
課
題
』
(
武
井
正
臣
)
1
・
1
⑭
『
家
政
学

の
間
違
い
』

(
L
・
シ
ャ
ピ
ロ

)
3
・
5
⑮
『
立
原
正
秋
』
(
高
井

有
一
)
未
購
入
⑮
『
真
実
の
瞬
間
』
(
ヤ
ン
・
カ
ー
ル
ソ
ン
)
未
購
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入
⑪
『
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
』
(
矢
野
暢
編
)
1
・
6
(『
講
座
・

東
南
ア
ジ
ア
学
』
を
購
入
)
⑮
『
ナ
ナ
|
マ
ネ
・
女
・
欲
望
の
時

代
』
(
ヴ
エ
ル
ナ
1
・ホ
1
フ
マ
ン
)
2
(
分
館
)
⑬
『
世
界
大
博

物
図
鑑
』
(
荒
俣
宏
)
4
・
禁
帯
出
⑩
『
城
館
の
人
』
(
堀
田
善
衛
〉

未
購
入
@
『
郡
司
正
勝
剛
定
集
』

1
・
4
A第
一
巻
)
⑫
『
ハ
l

レ
ム
|
ヴ
ェ
ー
ル
に
隠
さ
れ
た
世
界
』
(
ア
レ
ヴ
・
リ
ト
ル
・
ク

ル
l
テ
イ
エ
)
未
購
入
@
『
鎌
田
慧
の
記
録
』
は
・

7
(第
一
巻
)

@
『
日
本
の
経
済
思
想
』
(
テ
ッ
サ
・
モ
リ
ス
|
ス
ズ
キ
)
未
購
入

@
『
暗
鳴
四
季
』
(
渋
沢
孝
輔
)
未
購
入
⑮
『
花
顔
の
人
|
花
柳
章

太
郎
伝
』
(
大
笹
吉
雄
)
6
(分
館
)
⑫
『
サ
イ
ボ
l
グ
・
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
』
(
巽
孝
之
編
)
1
・
2
@
『
絵
本
は
ア
l
ト
|
ひ
ら
か
れ

た
絵
本
論
を
め
ざ
し
て
』
(
中
川
素
子
)
日
・
ー
@
『
夏
の
こ
ど
も

た
ち
』
(
川
島
誠
)
叩
・

9
⑩
『
奏
迷
宮
』
(
司
修
)
8
・
-
⑪
『
誘

惑
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
』
(
字
波
彰
)
1
(分
館
)
@
『
市
場
・
道
徳
・

秩
序
』
(
坂
本
多
加
雄
)
1
・
0
@
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
/

ロ
パ
l
卜
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
』

(
G
・
K
・
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
〉
未
購

入
@
『
却
世
紀
の
人
間
た
ち
』
(
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ザ
ン
ダ
l
)
未
購

入
@
『
シ
ュ
レ
l
パ
l
回
想
録
』
(
ダ
l
ニ
ェ
l
ル
・
パ
ウ
ル
・

シ
ュ
レ
l
パ
l
)
2
・
0
@
『
そ
ん
な
パ
カ
な
!
』
(
竹
内
久
美

子
)
日
・
3
@
『
ヤ
マ
タ
イ
カ
』
(
星
野
之
宣
)
未
購
入
@
『
村
か

伊h

ら
の
ホ
ン
ネ
』
(
山
下
惣
一

)
4
(分
館
)
と
い
う
結
果
が
出
た
。

専
門
家
・
読
書
家
三
十
八
氏
の
も
の
で
、
未
購
入
(
未
納
品
)
が

十
一
冊
あ
り
、
所
蔵
率
は
七
十
一
%
で
あ
る
。

こ
の
数
字
は
、
部
分
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
り
、
全
冊
と
な

る
と
状
況
は
違
っ
て
く
る
が
、
本
市
立
図
書
館
の
実
状
を
ご
紹
介

し
た
。
こ
の
中
に
は
、
見
計
い
図
書
と
し
て
納
入
が
遅
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
本
市
立
図
書
館
で
も
新
刊
本
を
即
座
に
入
手
し
に

く
い
著
名
出
版
社
が
い
く
つ
か
あ
る
。
い
ず
れ
も
話
題
性
の
あ
る

本
を
出
版
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
点
購
入
と

い
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
の
れ
ば
別
で
あ
る
が
。
本
市
の
場
合
、

複
本
購
入
は
大
い
に
期
待
出
来
る
と
思
う
。

図
書
館
で
は
、
新
し
い
本
を
一
日
で
も
早
く
、
市
民
に
提
供
し

た
い
と
常
々
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
公
共
図

書
館
で
所
蔵
す
る
本
は
、
多
く
の
人
々
の
自
に
ふ
れ
、
長
年
に
わ

た
り
利
用
さ
れ
て
お
り
、
本
の
生
命
は
非
常
に
長
い
の
で
あ
る
。

本
市
立
図
書
館
で
は
、
受
入
れ
た
図
書
一
冊
は
保
存
指
定
図
書

と
な
り
、
中
央
図
書
館
に
永
久
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
効
果
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
今
後
と
も
出
版
文
化
継
承
の
役

割
を
も
っ
図
書
館
に
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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名
古
屋
研
修
旅
行
報
告

今
回
の
人
文
会
研
修
旅
行
は
、
小
雨
降
る
名

古
屋
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
名
古
屋

地
区
に
は
人
文
会
と
し
て
久
し
ぶ
り
に
お
訪
ね

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
研
修
旅
行
の
目
的

は
、
書
庖
様
の
棚
を
拝
見
し
て
、
お
庖
の
方
と

親
し
く
意
見
交
換
す
る
事
に
よ
り
人
文
書
販
売

の
協
力
体
制
を
堅
固
に
し
て
行
く
こ
と
で
す
。

訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
書
底
様
に
は
、
ご
多
忙
の

と
こ
ろ
を
見
学
、
研
修
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
日
本
出
版
販
売
の
橋
配
本
セ
ン

タ
ー
長
、
ト
l
ハ
ン
の
風
聞
書
籍
仕
入
課
長
、

鈴
木
書
信
の
大
谷
第
二
販
売
課
長
に
ご
同
行
い

弘
報
委
員
会

た
だ
き
、
総
勢
二
三
名
で
十
月
一
日
出
発
致
し

ま
し
た
。

日
程
は
次
の
通
り
で
す

(
十
月
一
日
)
机
中
三
洋
堂
書
庖
、
三
省
堂
書

唐
名
古
屋
庖
、
ウ
ニ
タ
書
房
、

近
鉄
星
野
香
庖
、
池
下
三
洋

堂
、
パ
ル
コ
プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
底
、
東
片
端
正
文
館

ト
l

ハ
ン
名
古
屋
支
底
、
日
販

名
古
屋
支
社
、
ち
く
さ
正
文
館

書
底
、
名
古
屋
大
学
図
書
館
、

名
古
屋
大
学
生
協
南
部
書
籍
底

(
十
月
二
日
)

7調聞、

(
十
月
三
日
)

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
、

丸
善
名
古
屋
支
底

-23ー

東
京
駅
に
集
合
し
た
の
が
午
前
七
時
、
眠
い

目
を
こ
す
り
な
が
ら
全
員
が
勢
揃
い
。
新
幹
線

の
車
中
で
は
各
所
で
さ
な
が
ら
研
修
会
の
よ
う

に
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
の
話
し
合
い
を
行
い
、

あ
っ
と
言
う
聞
に
名
古
屋
駅
に
到
着
し
ま
し

た
。
最
初
に
お
訪
ね
し
た
の
は
今
度
中
部
地
区

最
大
の
坪
数
で
新
規
開
庖
さ
れ
ま
し
た
三
洋
堂

書
庖
本
庖
様
。
大
型
書
庖
と
し
て
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
開
庖
ま
で
五
十
目
前
で
し
た

が
、
加
藤
副
社
長
様
を
先
頭
に
関
底
準
備
の
お



忙
し
い
な
か
を
研
修
会
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た。
午
後
か
ら
は
三
省
堂
書
庖
と
の
懇
談
会
。
松

原
庖
長
様
や
ご
担
当
の
方
と
、
人
文
会
フ
&
ア

各
社
の
売
れ
行
き
状
況
等
楽
し
く
ご
懇
談
頂
き

ま
し
た
。
終
了
後
に
三
班
に
分
か
れ
て
特
約
書

居
様
を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら

全
員
で
お
訪
ね
す
る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

時
間
の
余
裕
が
無
い
た
め
に
失
礼
を
致
し
ま
し

た。
(
A
班
)

三
省
堂
書
応
名
古
屋
底
、
パ
ル
コ

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

(
B班
)
近
鉄
星
野
書
底
、
ウ
ニ
タ
書
房

(
C
班
)
池
下
三
洋
堂
、
東
片
端
正
文
館

翌
日
は
朝
早
い
時
間
で
し
た
が
、
ト
l
ハ
ン

様
と
日
販
様
を
見
学
、
名
古
屋
地
区
の
状
況
を

ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
今
後
の
発
展
に
期
待
で

き
る
様
子
に
会
員
社
一
同
安
心
致
し
ま
し
た
。

十
二
月
の
日
販
様
の
新
社
屋
完
成
も
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

ち
く
さ
正
文
館
書
庖
様
で
は
人
文
書
、
歴
史

書
の
拡
販
を
目
的
に
棚
移
動
を
さ
れ
て
、
好
評

を
得
ら
れ
て
い
る
と
の
事
で
各
社
喜
ん
で
お
り

F跡、

ま
す
。
ま
た
外
商
部
様
か
ら
は
大
学
図
書
館
の

蔵
書
調
査
の
ご
協
力
を
お
約
束
頂
き
ま
し
た
。

谷
口
社
長
様
か
ら
は
積
極
的
な
ご
提
案
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
を
訪

問
致
し
ま
し
た
。
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

数
々
を
拝
見
す
る
事
が
で
き
感
激
致
し
ま
し

た。
名
古
屋
大
学
生
協
で
は
東
海
事
業
連
合
の
メ

ン
バ
ー
に
ご
集
合
頂
き
、
研
修
会
を
開
き
ま
し

た
。
常
備
、
新
刊
案
内
、
消
費
税
問
題
、
出
版

V
A
N
等
の
意
見
交
換
を
行
い
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
で
は
見
学
後
の

研
修
会
に
お
い
て
、
中
央
館
と
分
館
と
の
関

係
、
新
刊
の
選
書
方
法
等
各
社
の
参
考
に
な
る

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
新
刊
の
自
動
配
本
に
つ

い
て
は
、
版
元
と
し
て
考
慮
す
べ
き
点
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

丸
善
名
古
屋
栄
庖
様
で
は
棚
構
成
の
問
題
、

売
行
良
好
書
の
取
扱
方
法
、
常
備
商
品
や
定
番

商
品
の
商
品
構
成
等
々
、
遠
慮
の
な
い
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
失
礼
な
点
も
あ
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
お
庖
の
発
展
を
願
つ
て
の

事
と
し
て
お
許
し
く
だ
さ
い
。

名
古
屋
地
区
は
大
き
な
商
圏
と
し
て
多
く
の

書
庖
様
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
地
域
で
競
争
も
激

し
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
エ

夫
を
こ
ら
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
人

文
会
に
お
い
て
も
特
約
賠
九
庖
、
準
特
約
庖
一

底
と
協
力
関
係
の
深
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
大
い
に
発
展
さ
れ
る
事
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
人
文
書
の
販
売
に
ご
協
力
頂
き
ま

す
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
特
約
底
、
準
特
約

庖
様
、
取
次
庖
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
、

鶴
舞
中
央
図
書
館
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
本
誌
に
、
ち
く
さ
正
文
館
書

庖
の
古
田
様
、
鶴
舞
中
央
図
書
館
の
加
藤
様

に
、
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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刻、

一
九
九
一
年

人
文
会
各
社
受
賞
図
書
一
覧
表
(
ア
イ
ウ
エ
オ
順
)

-
ア
ジ
ア
太
平
洋
賞

浜
下
武
志
著
『
近
代
中
国
の
国
際
的
契
機
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

・
角
川
源
義
賞
(
国
文
学
部
門
)

鈴
木
日
出
男
著
『
古
代
和
歌
史
論
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
カ
ナ
ダ
首
相
出
版
賞

ト
ル
ド
l
著
/
田
中
浩
訳
『
連
邦
主
義
の
思
想
と
構
造
』
(
御
茶
の
水
萱
房
)

岩
崎
美
紀
子
著
『
カ
ナ
ダ
現
代
政
治
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

・
慶
応
義
盤
賞

久
保
文
明
著
『
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
と
ア
メ
リ
カ
民
主
政
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
慶
応
義
整
大
学
法
学
部
法
律
学
科
開
設
百
年
記
念
法
学
部
賞

小
林
良
彰
著
『
公
共
選
択
〈
現
代
政
治
学
叢
番
目
)
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
産
経
児
童
出
版
文
化
賞

イ
ギ
リ
ス
放
送
協
会
編
/
山
中
恒
監
訳
・
解
説
『
ぼ
く
の
町
は
戦
場
だ
っ
た
』

(
平
凡
社
)

・
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞

山
室
恭
子
著
『
中
世
の
な
か
に
生
ま
れ
た
近
世
』
(
吉
川
弘
文
館
)

塩
沢
由
典
著
『
市
場
の
秩
序
学
』
(
筑
摩
書
房
)

・
造
本
装
傾
コ
ン
ク
ー
ル
賞

鹿
野
健
一
編
著
『
リ
1
7
ン
予
想
』
(
日
本
評
論
社
)

.
大
平
正
芳
記
念
賞

石
井
明
著
『
中
ソ
関
係
史
の
研
究
一
九
四
五
ー
一
九
五

O
』
(
東
京
大
学
出
版

A
H
E
)
 

・
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
〈
テ
レ
コ
ム
社
会
科
虫
食
)

戸
塚
秀
夫
ほ
か
著
『
日
本
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
東
京
海
上
各
務
記
念
財
団
賞

前
回
専
学
箸
『
イ
ン
ド
的
思
考
』
(
春
秋
社
)

F凧

-
新
潟
日
報
文
化
賞

西
国
美
昭
・
久
保
安
夫
編
著
『
西
山
光
一
日
記
一
九
二
五
ー
一
九
五

O
』
(
東
京
大

学
出
版
会
)

・
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞

林
望
著
『
イ
ギ
リ
ス
は
お
い
し
い
』
(
平
凡
社
)

.
日
本
公
認
会
計
士
協
会
学
術
賞

醍
醐
聴
著
『
日
本
の
企
業
会
計
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
日
本
農
業
法
学
学
会
賞

森
貸
著
『
水
の
法
と
社
会

l
治
水
・
利
水
か
ら
保
水
・
親
水
へ
』
(
法
政
大
学
出

版
局
)

・
日
本
翻
訳
文
化
賞

中
村
元
監
修
『
ジ
ャ

l
タ
カ
全
集
(
全
十
巻
)
』
(
春
秋
社
)

.
日
本
翻
訳
出
版
文
化
特
別
賞

永
野
藤
夫
訳
『
全
訳
カ
ル
ミ
ナ
・
プ
ラ
l
ナ
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ポ
イ
エ
ル
ン
歌

一
集
』
(
筑
摩
書
房
一
)

・
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

ナ
デ
ィ
ン
・
ゴ
l
デ
ィ
マ
箸
/
土
屋
哲
訳
『
戦
士
の
抱
擁
』
(
日
間
文
社
)

・
福
武
直
賞

直
井
優
ほ
か
編
『
現
代
日
本
の
階
層
構
造
(
全
四
巻
〉
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)

.
回

E
Zヨ
c
E
ド
ウ
マ
ゴ
文
学
賞

山
田
宏
一
著
『
ト
リ
ュ
フ
ォ
l
あ
る
映
画
的
人
生
』
(
平
凡
社
〉

.
毎
日
出
版
文
化
賞

一
色
八
郎
著
『
箸
の
文
化
史
』
(
御
茶
の
水
害
房
)

.
柳
田
園
男
賞

根
岸
謙
之
助
著

『
医
療
民
俗
学
論
』
(
雄
山
間
出
版
)
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人文会会員名簿

(干111 台東区蔵前2-6-4 筑摩書房内) 1992. 2.現在

F、

社 名担当者干 所在地 電話 FAX

青木書庖古川 清 162 新宿区早稲田鶴巻町538 3202-3999 3204-1187 

大月書庖原田敦雄 113 文京区本郷2-11-9 3813-4651 3813-4656 

幹 事 御茶の水書房平石 修 113 文京区本郷5-30-20 5684-0751 5684-0753 

紀伊園屋書底佐久間健雄 156 世田谷区桜丘5-38-1 3439-0128 3439-3955 

動車書房氏家富男 112 文京区後楽2-23-15 3814-6861 3814-6854 

社会思想社清水 博 113 文京区本郷3-25-13

中銀本郷3丁目ピル 3813-8105 3813-9061 

春 秋 社湾畑吉和 101 千代田区外神田2-18-6 3255-9611 3253-1384 

幹 事 属 文 社高洲隆男 101 千代田区外神田2-1-12 3255-4501 3255-4506 

幹 事 誠信書房讃地正憲 112 文京区大塚3-20-6 3946-5666 3945-8880 

幹 事 創 元 社重光義彦 162 新宿区山吹町334-11 3269-1051 3269-1092 

代表幹事 筑摩書房菊池明郎 111 台東区蔵前2-6-4 5687-2680 5687-2685 

東京大学出版会竹内康一 113 文京区本郷7-3-1

東京大学構内 3811-8814 3812-6958 

日本評論社菅田 誠 170 量豊島区南大塚3-10-10 3987-8621 3987-8590 

幹 事 福村出版土屋知可夫 112 文京区小石川1-3-17 3813-3981 3818-2786 

幹 事 平 凡 社須田康昭 102 千代田区三番町5Kビル 3265-04553263-9333 

法政大学出版局市川 昭夫 102 千代田区富士見2-17-1

法政大学構内 3237-1731 3237-8899 

会 長 みすず書房相田良雄 113 文京区本郷5-32-21 3814-0131 3818-6435 

持谷寿夫 " 3814-0131 3818-6435 

A 未 来 社酪能英 112 文京区小石川3-7-2 3814-5521 3814-8600 

雄山閣出版武 一雄 102 千代田区富士見2-6-9 3262-3231 3262-6938 

有 斐 閣辻村清隆 101 千代田区神田神保町2-173265-6811 3262-8035 

吉川弘文館阿部 昇 113 文京区本郷7-2-8 3813-9151 3812-3544 

販売企画委員会。重光 O竹内古川氏家武阿部

弘報委員会。土屋 O原田佐久関西谷辻村

調査・研修委員会。演地 O津知渡辺菅田

図書館委員会。高洲 O持谷市川

no 
n
d
 



戸、

良寛・吉本隆明

良
寛
の
詩
篇
・
書
字
な
ど
の
作
品
を
媒
介
に
、
詩
人
、

僧
侶
、
穏
者
の
視
野
か
ら
新
し
い
良
寛
の
全
体
像
を

切
り
拓
い
た
、
『
最
後
の
親
鷺
』
に
つ
づ
く
吉
本
・

良
寛
像
の
待
望
の
決
定
版
/

2

0

0

0

円

鴛最Lι」
の後轟轟轟
患のd司、
想親~
を鷺 (1) 

ii通
す年壇旨It

題未'・・司

作来・
7主吉
』元本
Qq隆
品武明

人聞の最奥に潜むエスの正体とは

工スの本
無意識の探究

グロデック/岸田 秀・山下公子訳

フロイトは『エス』の概念を著者グ

ロデックから借用した. 3200円

人にだまされないための心哩学

影響力の武器
なぜ，人は動かされるのか
チャルディーニ/社会行動研究会訳

プロの説得技法と消費者心理のから

〈りを具体的に解説. 3400円
ー定価は消費税込み

穂陸空FF春秋社霊鍛;fiiiil誠信書房東京号車腎笥認識

スペイン革命一全歴史
パーネット・ボロテン渡利三郎訳

新聞や内部文書なE移しい資料に綿密
な分析を加え、スペイン内戦の隠され

た真実を描き出す。現代史を書き換え

た幻の大著、待望の邦訳。 7800円

書
麟

司

M
枇
一
楓

見
4
仰

向

山

隆
司
マ
匡

g
g
F
J
ヵ

再
刻
一
間

の
α聞

知
一
7

「

フ

，，-、スペイン辛口案内
野々山真館机 '92オリンピックを目前

に、スペインはいま? 麻薬、老人福

祉、同様、バスク、カタルニア民族問

題;…・・浮浪者から政策担当者までの生

の声をき〈最新レポート。 2300円

@
魔
女
狩
り

池
上
俊
一
監
修
戦
乱
・
飢
鐙
・
ペ
ス
ト

に
よ
る
不
安
の
広
が
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世

で
、
人
々
は
何
を
幻
視
し
た
か
。
多
数
の

図
版
で
解
明
。

1
3
0
0円
(
税
込
)

@
ク
ジ
ラ
の
世
界

宮
崎
信
之
監
修
伝
説
と
神
話
の
時
代
か

ら
の
海
の
隣
人
ク
ジ
ラ
と
人
間
と
の
関
わ

り
を
図
版
で
描
く
。
フ
ラ
ン
ス
で
数
々
の

出
版
賞
受
賞
。

1
4
0
0円
(
税
込
)

品文社謀総ZP細 2ート12大阪市北区西天満ト4-2
東京都新宿区山吹町お4-11倉j元社



歴ヴ r畠曾
史;オa-r

21国
52文
計明
よ?同3ph  
史大
の室
i夫幹
定雄

版松
平

6 ! 
;誌
円

特第
メリー」

計画
記界
需品と
雅の
諸対
決

4
8
0
0
円

111:周回調定
作田lJ!三L
~:英g:t
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T7文
る川Pll
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戸元
品明

筑摩書房Eiil

オ

家固化のそ本書 コ異タ
i長相置手をは ミ他文クカず

化ぇι1霊化と ユ国
σ〉r7F〉

特殊性』ドこ-(-，t化人c7)衝す突 ニと家
三v，解す明構進国ji ケ島令

l回目
シ宮本

禁析た2L ?の主面的
ヨ/の

5同己 あでも同時に目相Z対り分に、， ン事危
え本 機

日本評論社器開蔀繰i1日

炉、

松
下
圭
一

政
策
型
思
考

と政治一一一九一四円

分
権
化
・
国
際
化
・
文
化
化
が

課
題
と
な
る
都
市
型
社
会
の
政

治
を
い
か
に
捉
え
る
か
。
政
治
・

政
策
・
制
度
・
政
府
の
位
置
は
?

市
民
の
可
能
性
は
?

日本の経済
館龍一郎

経済社会を冷静にみすえ、官僚主

導による成長指向型経済から開か

れた市場経済システム確立への転

換をうながす。 2266円

A
-
ハ
ミ
ル
ト
ン
他
著
/
粛
藤
虞
他
訳

ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト

戸
メ
リ
力
政
治
思
想
最
大
の
百
典
、
遂
に

全
訳
。
察
明
期
の
戸
メ
リ
力
像
ガ
明
ら
か

に
な
る
。

A
5
判
/
定
価
一
五
O
O
O円

野
口
武
彦
著

江
戸
の
幾
何
空
間

江
戸
の
社
会
・
風
俗
・
文
化
か
ら
現
代
性

を
深
<
読
み
と
る
野
口
氏
の
筆
さ
ば
き
ガ

あ
ざ
や
か
。
四
六
判
/
定
価
二

O
O
O円

〈最新刊〉

f眠、

東京大学出版会
Jl1i!JT.(.白文字福村出版時 (03)
小1:J)JIl-;:S *定価は税込* ':::>olO)-¥)四l



f内

一
層
世
思
想
原
典
長
隆
一

編
訳
・
監
修
1
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
【
全
加
巻
】

臼
中
世
末
期
の
神
秘
思
想

監
修
l
小
山
宙
丸
待
望
の
大
型
企
画
第
一
回
配

本
。
十
四
・
十
五
世
紀
の
英
国
、
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ド
、

、
ス
、
ド
イ
ツ
に
開
花
し
た
神
秘
思
想
の
精

華
十
五
著
作
を
収
録
。
全
篇
本
邦
初
訳
。
「
中
世
の

秋
」
の
核
心
へ
。
⑨
定
価
4
、8
0
0円
(
税
込
)

平凡社EZZB需品腎諜!日455

周仏 ワ シ書
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法政大学出版局

N
・
M
・
ペ
ン
ザ
l
-
-
-
岩

永

侍

訳

ト
プ
カ
ブ
宮
殿
の

光
と
影
四
九
四
頁
/
一
一
一
九
一
四
円

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
駅
イ
ス
タ
ン
プ
ル

に
、
今
な
お
往
時
の
美
を
と
ど
め
る
ト
プ

カ
プ
宮
殿
。
そ
の
謎
に
み
ち
た
組
織
・
制

度
を
、
ハ
レ
ム
に
お
け
る
ス
ル
タ
ン
妃
や

側
室
の
演
じ
た
役
割
等
を
軸
に
解
明
す
る

図版53点
口絵8頁差ぐ、

茂 I

島・~
崎ノ・7

2iL 
S里
高堕

i主奪未来枇
佃 東京都文京区小石川3-7-2
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江戸時代三百年の歴史のすべてを

各巻9∞点の史料図版で再現した
一大百科給輿
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